
ファイザー株式会社 新社長のごあいさつ

患者の力 第21回

病気と健康におけるスピリチュアリティ
 　　　　　　　　　  　　　　  　 慶應義塾大学 名誉教授 加藤 眞三

17・18

多様な専門家や当事者との協働から生まれる
ピアサポート研修とは
伊藤 智樹 富山大学人文学部 教授 VHO-net 監事
山根 則子 （公社）日本オストミー協会 横浜市支部 支部長 VHO-net 理事

5・6 第2回対　　 談

11トピックス

さまざまな疾患の患者と医療にかかわる
ステークホルダーが集まり、医療政策のあり方を考える　

第1回患者・市民大集会～患者・市民の声を届けよう～」開催

第24回ヘルスケア関連団体ワークショップ
ヘルスリテラシーを高めるために
～ヘルスケア関連団体として重要性を考える～

1‒4

フォーカスオン 第17回

難病患者さんとの出会いでがん教育の道筋が見えた
「生きることの授業」を届ける
　　　　 　　　 NPO法人 Coco音（ここっと） 代表理事 山本 美裕紀

7・8

ヘルスケア関連団体ネットワーキングの会

第44回 東北学習会 第54回  関東学習会 
第30回  東海学習会 第46回  沖縄学習会 

   

9・10

患者・市民の「たしなみ」となるような共通言語を身につけ
PPI推進につなげていこう
広島大学病院 特命教授/大阪大学医学部附属病院 特任准教授/
（一社）メドグラティアム 代表理事  　　　　　　　　　筒泉 直樹

第6回知る・学ぶ・実践する 医療への患者・市民参画 12

13・14
15・16

NPO法人 eワーク愛媛　　　　　　  　　　理事長 難波江 任
NPO法人 World Open Heart  　　　　　理事長 阿部 恭子 

ファイザープログラムReport the 助成対象プロジェクトのご紹介

ヘルスケア関連団体のネットワークを支援する情報誌
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火
山
帯
の
上
に
位
置
し

水
資
源
も
豊
か
な
日
本
に
は

多
く
の
温
泉
が
あ
り
ま
す

日
本
人
は
古
く
か
ら
温
泉
を

健
康
や
暮
ら
し
に
活
か
し

独
自
の
文
化
を

育
ん
で
き
ま
し
た

昨
今
で
は

外
国
人
に
も
人
気
と
か

春
宵
一
刻

命
の
洗
濯
と
参
り
ま
し
ょ
う
か
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ヘ
ル
ス
リ
テ
ラ
シ
ー
を
高
め
る
た
め
に

　
〜
ヘ
ル
ス
ケ
ア
関
連
団
体
と
し
て
重
要
性
を
考
え
る
〜

2
0
2
4
年
10
月
26・27
日
、ヘ
ル
ス
ケ
ア
関
連
団
体
ネ
ッ
ト
ワ
ー
キ
ン
グ
の
会（
V
H
O-

n
e
t
）の
第
24
回
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
が
、対
面
方
式
で（
会
場
：

フ
ァ
イ
ザ
ー
株
式
会
社
会
議
室
）開
催
さ
れ
ま
し
た
。今
回
は「
ヘ
ル
ス
リ
テ
ラ
シ
ー
を
高
め
る
た
め
に
〜
ヘ
ル
ス
ケ
ア
関
連
団
体
と
し
て
重
要
性
を
考

え
る
〜
」を
テ
ー
マ
に
、基
調
講
演
、分
科
会
、全
体
討
論
な
ど
多
彩
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
展
開
さ
れ
ま
し
た
。

V
H
O-

n
e
t
が
一
般
社
団
法
人
と
な
っ
て
か

ら
今
回
、３
回
目
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
は
、ヘ

ル
ス
ケ
ア
関
連
団
体
の
リ
ー
ダ
ー
と
し
て「
情

報
を
発
信
す
る
力
」が
重
要
で
あ
り
、発
信
す

る
た
め
に
は「
正
し
い
情
報
を
見
極
め
る
力
」が

必
要
で
あ
る
こ
と
か
ら
、「
ヘ
ル
ス
リ
テ
ラ
シ
ー
」

が
テ
ー
マ
と
な
り
ま
し
た
。

当
日
は
、V
H
O-

n
e
t
代
表
理
事
の
森
幸
子

さ
ん
に
よ
る
開
会
の
挨
拶
か
ら
ス
タ
ー
ト
。森

さ
ん
は「
正
し
い
情
報
を
見
極
め
る
こ
と
が
必

要
な
時
代
に
な
り
、治
療
の
選
択
肢
も
増
え
、

治
療
を
選
ぶ
た
め
に
情
報
を
理
解
す
る
こ
と
も

必
要
に
な
っ
た
。ヘ
ル
ス
リ
テ
ラ
シ
ー
を
高
め
て
、

社
会
に
役
立
つ
情
報
を
発
信
で
き
る
よ
う
に
、

こ
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
が
活
か
さ
れ
る
こ
と
を

願
っ
て
い
ま
す
」と
述
べ
ま
し
た
。

続
い
て
、来
賓
挨
拶
と

し
て
フ
ァ
イ
ザ
ー
株
式

会
社
代
表
取
締
役
社
長

（
当
時
）の
原
田
明
久
氏

が
「
日
本
特
有
の
ド

ラ
ッ
グ
ラ
グ
や
ド
ラ
ッ
グ
ロ
ス
の
問
題
や
、臨
床

試
験
の
課
題
な
ど
、社
会
の
中
で
、患
者
さ
ん
の

声
を
聞
く
こ
と
は
と
て
も
重
要
と
な
っ
て
い
ま

す
。よ
り
良
い
医
療
環
境
づ
く
り
を
促
す
た
め

に
、こ
の
場
を
活
用
し
て
活
発
な
議
論
が
行
わ

れ
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
」と
歓
迎
の
言

葉
を
述
べ
ま
し
た
。

そ
の
後
、聖
路
加
国
際
大
学
大
学
院
看
護
学
研

究
科
教
授
の
中
山
和
弘
さ
ん
に
よ
る
基
調
講
演
、

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
準
備
委
員
の
岩
本
利
恵
さ
ん

（
福
岡
看
護
大
学
）に
よ
る
趣
旨
説
明
を
経
て
、

分
科
会
へ
。5
つ
の
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
て
、ヘ

ル
ス
リ
テ
ラ
シ
ー
の「
適
切
な
情
報
を
入
手
す

る
力
」「
情
報
を
正
し
く
理
解
す
る
力
」「
信
頼

で
き
る
情
報
か
評
価
す
る
力
」「
情
報
を
も
と
に

意
思
決
定
す
る
力
」と
い
う
4
つ
の
能
力
に
焦

点
を
当
て
た
議
論
が
展
開
さ
れ
ま
し
た
。

ヘ
ル
ス
リ
テ
ラ
シ
ー
を
高
め
る
た
め
に

中
山
さ
ん
は
、保
健
医
療
社
会
学
、看
護

情
報
学
が
専
門
で
、ヘ
ル
ス
リ
テ
ラ
シ
ー

（
健
康
を
決
め
る
力
）、意
思
決
定
支
援
、

ヘル
ス
コ
ミュニ
ケ
ー
シ
ョン
、こ
れ
ら
を
支
え

合
う
サ
ポ
ー
ト
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
な
ど
を

テ
ー
マ
に
研
究
、教
育
活
動
を
行
っ
て
い

ま
す
。こ
こ
で
は
、当
日
の
講
演
の
ポ
イ
ン

ト
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

 

ヘ
ル
ス
リ
テ
ラ
シ
ー
と
は
?

ヘ
ル
ス
リ
テ
ラ
シ
ー
は
、健
康
情
報
に
基
づ

い
て
意
思
決
定
が
で
き
る
力
、健
康
を
決

め
る
力
で
す
。ヘル
ス
リ
テ
ラ
シ
ー
に
つい
て

「
入
手
」「
理
解
」「
評
価
」「
意
思
決
定
」の

4
つ
の
力
を
測
定
す
る
と
日
本
で
は
い
ず

れ
も
難
し
い
と
感
じ
て
い
る
人
が
多
く

な
っ
て
い
ま
す
。そ
こ
で
、情
報
の
評
価
の

方
法
を
わ
か
り
や
す
く
ま
と
め
た
の
が

「
か
・
ち
・
も
・
な
・
い
」で
す
。

意
思
決
定
に
は「
直
感
的
な
意
思
決
定
」

「
合
理
的
な
意
思
決
定
」の
2
つ
の
ス
タ
イ

ル
が
あ
り
、人
は
直
感
的
な
意
思
決
定
を

す
る
傾
向
が
あ
る
た
め
、合
理
的
な
意
思

決
定
＝
自
分
ら
し
い
意
思
決
定
を
す
る

た
め
に
役
立
つ
プ
ロ
セ
ス
が「
胸（
腹
）に

『
お
・
ち
・
た
・
か
』」で
す
。

日
本
で
は
、評
価
し
意
思
決
定
す
る
こ
と

を
学
ん
で
い
な
い
人
が
多
く
、欧
州
に
比
べ

て
、意
思
決
定
に
自
信
が
な
く
、そ
れ
を

回
避
し
、衝
動
的
・
直
感
的
な
方
法
を

用
い
る
こ
と
が
多
い
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

自
分
で
判
断
し
て
決
定
で
き
れ
ば
幸
せ

で
あ
り
、人
生
の
選
択
の
自
由
度
が
高
い

国
は
、幸
福
感
も
高
く
な
り
ま
す
。

「
か
・
ち
・
も
・
な
・
い
」と「
お
・
ち
・

た
・
か
」を
よ
く
行
っ
て
い
る
人
ほ
ど
、

ヘル
ス
リ
テ
ラ
シ
ー
が
高
く
な
って
い
ま
す
。

　  　意
思
決
定
に
つ
い
て

自
己
決
定
が
で
き
る
こ
と
は
、人
間
が
生

ま
れ
も
っ
た
性
質
と
し
て
幸
せ
な
こ
と
で

す
が
、情
報
提
供
さ
え
す
れ
ば
価
値
観
に

あ
っ
た
意
思
決
定
が
で
き
る
と
は
限
ら
な

い
の
で
、健
康
や
医
療
の
こ
と
で
専
門
家
と

一緒
に
決
め
る
シ
ェア
ー
ド
デ
ィ
シ
ジ
ョン
メ

イ
キ
ン
グ（
協
働
的
意
思
決
定
）が
必
要

と
な
り
ま
す
。

意
思
決
定
ガ
イ
ド（
デ
ィ
シ
ジ
ョン
エ
イ
ド
）

と
は
、パ
ン
フ
レ
ッ
ト
、ビ
デ
オ
、ウ
ェ
ブ
な
ど

で
健
康
や
医
療
の
選
択
肢
に
つ
い
て
の
情

報
を
中
立
的
に
提
供
し
、本
人
が
価
値
観

と
一
致
し
た
も
の
を
選
べ
る
ツ
ー
ル
で
す
。

情
報
提
供
す
る
専
門
家
に
よ
る
違
い
が

生
じ
に
く
く
、選
ん
だ
理
由・価
値
観
が
見

え
る
化
さ
れ
、家
族
や
専
門
家
チ
ー
ム
で

共
有
し
て
、意
思
決
定
後
の
ケ
ア
に
活
か

せ
ま
す
。

意
思
決
定
ガ
イ
ド
の
中
心
と
な
る
プ
ロ
セ

ス
は
、「
お
・
ち
・
た
・
か
」で
す
。意
思

決
定
の
方
法
で
後
悔
し
な
い
た
め
に
は
、納

得
し
た
意
思
決
定
、自
分
ら
し
い
意
思
決

定
を
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

意
思
決
定
か
ら
見
た
健
康
と
は
、「
か
ら

だ
」と「
こ
こ
ろ
」と「
社
会
」が
密
に
重

な
っ
た
も
の
で
す
。

「
か
ら
だ
」 

体
調
管
理
や
病
気
の
予
防
を

し
、も
し
体
調
を
崩
し
て
も
う
ま
く
対
処

す
る
意
思
決
定
が
で
き
る

「
こ
こ
ろ
」 

降
り
か
か
る
問
題
や
困
難
を

乗
り
越
え
る
た
め
に
、人
生
の
意
味
、生

き
が
い
が
見
出
せ
る
よ
う
な
自
分
ら
し
い

意
思
決
定
が
で
き
、そ
れ
を
幸
せ
だ
と
感

じ
ら
れ
る

「
社 

会
」 

問
題
や
困
難
に
直
面
す
る
人

た
ち
を
孤
立
さ
せ
ず
、そ
の
人
ら
し
い
意

思
決
定
が
で
き
る
よ
う
互
い
に
協
力
し
、

喜
び
合
い
、信
頼
関
係
を
つ
く
れ
る

市
民・患
者
と
専
門
家
が
協
働
し
て
、ヘ
ル

ス
リ
テ
ラ
シ
ー
と
い
う
意
思
決
定
で
き
る

力
を
学
び
合
い
、ど
う
す
れ
ば
う
ま
く
い

く
の
か
情
報
共
有
し
て
い
き
た
い
。み
ん
な

で
つ
な
が
って
学
び
合
う
こ
の
ワ
ー
ク
シ
ョッ

プ
の
よ
う
な
場
が
あ
れ
ば
、情
報
源
と
な

り
、良
好
な
循
環
が
で
き
る
と
思
い
ま
す
。

正
し
い
情
報
を
社
会
に

発
信
す
る
た
め
に

ヘ
ル
ス
リ
テ
ラ
シ
ー
を
磨
く

基 調 講 演

聖
路
加
国
際
大
学
大
学
院 

看
護
学
研
究
科

教 

授　

中
山 

和
弘 

さ
ん

か  書いたのは誰か？
ち  違う情報と比べたか？
も  元ネタは何か？
な  何のための情報か？
い  いつの情報か？

※（一社）ヘルスケア関連団体ネットワーキングの会の代表理事 森幸子さんが
　2025年2月にご逝去されました。ご冥福をお祈りいたします。

2024年ヘルスケア関連団体ワークショップ

2024年10月26・27日
第24回
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中
山
さ
ん
は
、保
健
医
療
社
会
学
、看
護

情
報
学
が
専
門
で
、ヘ
ル
ス
リ
テ
ラ
シ
ー

（
健
康
を
決
め
る
力
）、意
思
決
定
支
援
、

ヘル
ス
コ
ミュニ
ケ
ー
シ
ョン
、こ
れ
ら
を
支
え

合
う
サ
ポ
ー
ト
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
な
ど
を

テ
ー
マ
に
研
究
、教
育
活
動
を
行
っ
て
い

ま
す
。こ
こ
で
は
、当
日
の
講
演
の
ポ
イ
ン

ト
を
ご
紹
介
し
ま
す
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ル
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は
?

ヘ
ル
ス
リ
テ
ラ
シ
ー
は
、健
康
情
報
に
基
づ

い
て
意
思
決
定
が
で
き
る
力
、健
康
を
決

め
る
力
で
す
。ヘル
ス
リ
テ
ラ
シ
ー
に
つい
て

「
入
手
」「
理
解
」「
評
価
」「
意
思
決
定
」の

4
つ
の
力
を
測
定
す
る
と
日
本
で
は
い
ず

れ
も
難
し
い
と
感
じ
て
い
る
人
が
多
く

な
っ
て
い
ま
す
。そ
こ
で
、情
報
の
評
価
の

方
法
を
わ
か
り
や
す
く
ま
と
め
た
の
が

「
か
・
ち
・
も
・
な
・
い
」で
す
。

意
思
決
定
に
は「
直
感
的
な
意
思
決
定
」

「
合
理
的
な
意
思
決
定
」の
2
つ
の
ス
タ
イ

ル
が
あ
り
、人
は
直
感
的
な
意
思
決
定
を

す
る
傾
向
が
あ
る
た
め
、合
理
的
な
意
思

決
定
＝
自
分
ら
し
い
意
思
決
定
を
す
る

た
め
に
役
立
つ
プ
ロ
セ
ス
が「
胸（
腹
）に

『
お
・
ち
・
た
・
か
』」で
す
。

日
本
で
は
、評
価
し
意
思
決
定
す
る
こ
と

を
学
ん
で
い
な
い
人
が
多
く
、欧
州
に
比
べ

て
、意
思
決
定
に
自
信
が
な
く
、そ
れ
を

回
避
し
、衝
動
的
・
直
感
的
な
方
法
を

用
い
る
こ
と
が
多
い
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

自
分
で
判
断
し
て
決
定
で
き
れ
ば
幸
せ

で
あ
り
、人
生
の
選
択
の
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由
度
が
高
い

国
は
、幸
福
感
も
高
く
な
り
ま
す
。
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も
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い
」と「
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・
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か
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よ
く
行
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て
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る
人
ほ
ど
、

ヘル
ス
リ
テ
ラ
シ
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が
高
く
な
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い
ま
す
。

　  　意
思
決
定
に
つ
い
て

自
己
決
定
が
で
き
る
こ
と
は
、人
間
が
生

ま
れ
も
っ
た
性
質
と
し
て
幸
せ
な
こ
と
で

す
が
、情
報
提
供
さ
え
す
れ
ば
価
値
観
に

あ
っ
た
意
思
決
定
が
で
き
る
と
は
限
ら
な

い
の
で
、健
康
や
医
療
の
こ
と
で
専
門
家
と

一緒
に
決
め
る
シ
ェア
ー
ド
デ
ィ
シ
ジ
ョン
メ

イ
キ
ン
グ（
協
働
的
意
思
決
定
）が
必
要

と
な
り
ま
す
。

意
思
決
定
ガ
イ
ド（
デ
ィ
シ
ジ
ョン
エ
イ
ド
）

と
は
、パ
ン
フ
レ
ッ
ト
、ビ
デ
オ
、ウ
ェ
ブ
な
ど

で
健
康
や
医
療
の
選
択
肢
に
つ
い
て
の
情

報
を
中
立
的
に
提
供
し
、本
人
が
価
値
観

と
一
致
し
た
も
の
を
選
べ
る
ツ
ー
ル
で
す
。

情
報
提
供
す
る
専
門
家
に
よ
る
違
い
が

生
じ
に
く
く
、選
ん
だ
理
由・価
値
観
が
見

え
る
化
さ
れ
、家
族
や
専
門
家
チ
ー
ム
で

共
有
し
て
、意
思
決
定
後
の
ケ
ア
に
活
か

せ
ま
す
。

意
思
決
定
ガ
イ
ド
の
中
心
と
な
る
プ
ロ
セ

ス
は
、「
お
・
ち
・
た
・
か
」で
す
。意
思

決
定
の
方
法
で
後
悔
し
な
い
た
め
に
は
、納

得
し
た
意
思
決
定
、自
分
ら
し
い
意
思
決

定
を
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

意
思
決
定
か
ら
見
た
健
康
と
は
、「
か
ら

だ
」と「
こ
こ
ろ
」と「
社
会
」が
密
に
重

な
っ
た
も
の
で
す
。

「
か
ら
だ
」 

体
調
管
理
や
病
気
の
予
防
を

し
、も
し
体
調
を
崩
し
て
も
う
ま
く
対
処

す
る
意
思
決
定
が
で
き
る

「
こ
こ
ろ
」 

降
り
か
か
る
問
題
や
困
難
を

乗
り
越
え
る
た
め
に
、人
生
の
意
味
、生

き
が
い
が
見
出
せ
る
よ
う
な
自
分
ら
し
い

意
思
決
定
が
で
き
、そ
れ
を
幸
せ
だ
と
感

じ
ら
れ
る

「
社 

会
」 

問
題
や
困
難
に
直
面
す
る
人

た
ち
を
孤
立
さ
せ
ず
、そ
の
人
ら
し
い
意

思
決
定
が
で
き
る
よ
う
互
い
に
協
力
し
、

喜
び
合
い
、信
頼
関
係
を
つ
く
れ
る

市
民・患
者
と
専
門
家
が
協
働
し
て
、ヘ
ル

ス
リ
テ
ラ
シ
ー
と
い
う
意
思
決
定
で
き
る

力
を
学
び
合
い
、ど
う
す
れ
ば
う
ま
く
い

く
の
か
情
報
共
有
し
て
い
き
た
い
。み
ん
な

で
つ
な
が
って
学
び
合
う
こ
の
ワ
ー
ク
シ
ョッ

プ
の
よ
う
な
場
が
あ
れ
ば
、情
報
源
と
な

り
、良
好
な
循
環
が
で
き
る
と
思
い
ま
す
。

お  オプション
　　オプション（選択肢）が
　　そろっているか

ち  長　所
　　各オプションの長所を知る

た  短　所
　　 各オプションの短所を知る

か  価値観
　　長所と短所を比較して自分
　　にとって何が重要かはっき
　　りさせる

評価
かちもない

理解
言葉で
確認

入手
多くの
情報源

意思決定
おちたか

情
報
源

健
康

情
報
共
有

つながり＝学びあう

中山和弘：これからのヘルスリテラシー　健康を決める力. 講談社 2022

（講演資料より）

参加者は、あらかじめファイザー株式会社が作成した『納
得する治療を選択するために大事なこと! ーヘルスリテラ
シーって何だろうーvol.1解説編、vol.2コミュニケーション
編』（中山先生監修）を読んでワークショップに臨みました。
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情報の入手から社会への発信まで
ヘルスリテラシーについて議論をする

中山和弘さんの講演を受けて、5グループによる分科会がスタート。議論の進
め方として、ワークショップ準備委員会から5つのポイント（左囲み参照）が提示
されました。2日目の午前中も使う長丁場。さまざまな意見が出され、議論が広
がり、検討されました。各グループの発表内容を要約してお伝えします。

■情報の入手と理解、判断、活用（現状）
●新聞、テレビ、インターネット、診療ガイドラインなど9項目において、
　情報入手のしやすさ、理解しやすさ、判断（信用度）、活用（患者団体で
　発信の可否）、課題などについて整理
●入手～診療ガイドラインは解読が難しく、医師により情報量の違いもある 
●判断～マスコミの情報をすべて信用しない

■正しい情報を理解・判断・活用するには
●情報入手の工夫～可能な限り、第一次情報を確認する
●若い世代との連携～ジェネレーションギャップが大きい
●適切なコミュニケーションの工夫～一人では理解が難しく患者団体に
　情報が集まることが重要

●医療者の意識を変える活動～当事
　者がその病気の専門家という自覚
　をもつ

■どう発信していくべきか
●役割の明確化～正しい言葉で情報
　発信し、社会に対する公益性の示し
　方と目標設定が大切
●ヘルスケア関連団体は元気がもらえ、楽しいと思えることが重要。次世
　代が参加しやすいよう、年代関係なくフラットな関係性をつくる
●発信先の拡大～ネットワークの構築、患者団体、当事者ならではの
　特性を活かした情報発信、生のストーリーを伝える

正しい言葉で発信し、社会に対して公益性を示すグループ

■情報の入手先
●医療機関、ヘルスケア関連団体、行政委託による相談窓口、行政
　（保健所、市町村窓口etc.）　　

■理解・判断・活用するためには
●医師とのコミュニケーション～入手した情報のリストアップ、家族だけ
　で完結しない、プラス1の信頼できる相談支援を
　
■活用するために
●市民公開講座など広く情報発信を進める。オンライン開催、オンデマン
　ド配信などを通して、他都道府県での考え方、具体例を理解すること
　ができる。メディアとはイベント時だけではない継続的なコミュニケー
　ションをとる

■今後の課題
●情報を届けにくい人へのアプローチ
　～本人も困りごとを把握できず、必
　要な情報がわからない。そのため希
　望になる情報はほしいが、情報の
　活用を諦めてしまう
●どこの窓口に行くかでその先が変わる。ワンストップ窓口が必要では
　ないか。ヒューマンネットワークの重要性が今後の課題

■会員や会員外にどのように発信していくべきか
●会員向け～地域学習会でのワークショップの内容を共有、疾患ごとに
　患者目線のヘルスリテラシーウェブ版を作成、VHO-net所属団体の
　好事例集の共有
●会員外向け～ヒューマンネットワークの活用、メディアにVHO-netを
　広く知ってもらう

意思決定の経験者が振り返り、プロセスを言語化し、共有グループ

■情報の入手と理解・判断・活用の問題点
●一人で調べることには限界がある　
●正しい情報をみつけられる力が必要
●情報の出所が確かかどうか　
●声の大きな人に引っ張られることがある

■正しい情報の入手、理解・判断・活用のためには
●ヘルスケア関連団体内の組織づくり～情報の提供担当者を複数名置く
●全国にネットワークがあることの利点～地域で解決できないことは
　全国区でカバーできる。一方で、エリアを限定した方が社会資源など
　の情報を共有しやすい場合もある

■正しい情報の入手、理解・判断・活用の方策
●団体の代表は、情報の精査と、別の選択肢を示す

●専門医の考えもさまざま～複数　
　の意見を聞く。課題として、地方と
　都市の環境の違いがある 
●芸能人の発信～情報の一つとして
　とどめる

■情報の入手から、会員や会員外への発信へ
●教育・啓発～研修、勉強会、ウェブ
●情報発信～ホームページ、機関誌での発信
●ヘルスケア関連団体、患者、医療従事者3つの相互関係で、正しい情報
　に基づいたコミュニケーションが必要
●意思決定の経験者が振り返って、プロセスを言語化し、共有する～
　体験談とともに、共有することでコミュニケーションが膨らむ

家族だけで完結しない、信頼できる相談支援をグループ

①講演の感想
②情報をどのように入手して

いるか

③正しい情報を入手、理解・
判断・活用

　していたか 

④正しい情報を理解・判断・活
用するに

　 はどうすれば良いか

⑤ヘルスケア関連団体とし
てどう情報

　 を入手し社会に広く発信
していくか

議論のポイ
ント

分科会 & グループ発表
2024年ヘルスケア関連団体ワークショップ

2024年10月26・27日
第24回
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各グループに、ファイザー（株）の
社員ボラ

ンティアが参加。ホワイトボード
への板書

や、発表用スライドの作成など
、グループ

ディスカッションが円滑に進めら
れるよう

に、きめ細かなサポートがなされ
ました。

■情報の入手と理解、判断、活用（現状）
●入手～顧問の医師、講演会、会報誌、病院との協業、インターネット、海外論文
●理解～ネットで得た情報は、理解について個人差がある　
●判断～その情報が「正しい」と判断すること自体が難しい。エビデンス
　ベースで確からしさ、正しさを担保する　
●経験者の体験を聞き、自分の判断基準としている。客観的な意見を求
　める目的で、家族・友人の意見を求める

■情報の入手と理解、判断、活用するためには
●入手では「か・ち・も・な・い」を徹底して行う
●理解・判断では「お・ち・た・か」に個人の価値観が加わることが重要
●発信だけではなく、感想を聞くことで次の循環につなげていく　

■ヘルスケア関連団体として、どう発信していくべきか
●患者の声（体験談）を活かした情報を入手し発信をしていく　

●成功談だけでなく、失敗談も必要
　で、そのバランスが重要　
●VHO-netのワークショップで学ん
　だことを各団体へつなげていく

■社会への発信方法
●ハッシュタグで疾患を限定せずに
　発信していく 
●VHO-netシンポジウム（企画案）
　～VHO-netの強みを最大限活か
　し、多角的な視点を社会に向けて発信する　
●ヘルスケア関連団体の活動や声を社会に向けて発信し、存在価値や活
　動の重要性を示す。それは、VHO-net理念（第6条）に基づく「誰も
　が“自分らしく”生きやすい社会の実現」へとつながる

■なぜ、ヘルスリテラシーが重要なのか
●「か・ち・も・な・い」を使っての、情報の評価の重要性　
●「お・ち・た・か」を使っての、合理的かつ自分らしい意思決定が大切　
●ヘルスリテラシーとは、自分の価値観をもつこと、すなわち人権の問題
●その実行のためには、医師とのコミュニケーションが大事

■情報を理解・判断・活用してきたか（現状）
●個人として～友人、知人からの情報に対して、都合の良い情報を入手しがち
●団体として～団体会員や社会に向けて、製薬会社、国立がん研究セン
　ター、厚生労働省、学会報告、診療ガイドラインなどで入手した最新情
　報を発信してきた

■正しい情報の入手・理解・判断・活用するために
●孤立しないこと～日頃から友人や知人などとの人脈づくり　

●「か・ち・も・な・い」を活用して情報
　を慎重に判断する
●個人に合ったチームとしての支援
　体制をつくる～個人でつくれるか
　が問題点。行政や法律上の問題が
　ある

■どう情報を入手し、発信していくべきか
●ファイザー発行のヘルスリテラシーの冊子の利用～「か・ち・も・な・い」
　「お・ち・た・か」の発信　
●ヘルスケア関連団体は、孤立しない、させないために、会員、会員外
　でも相談を受ける“受け皿団体”となる。正しい最新情報をキャッチし、
　メディアなどを通して、社会に発信していく

●希少疾患なので情報が少
　ない。団体内で「論文探し
　係」を設け、ネット上で論
　文を探し、見つけたらその
　著者につながりをつくって
　いく役割を担う。
●論文は『Google Scholar』というサイトを使用。海外の論文も
　読める。英文を医師に読んでもらい、治療法の精査を行っている。
●学会には抄録があり、それを読むと大体の内容がつかめる。
　わからない部分は医師に聞いている。
●災害時や、芸能人の疾患の情報は、それに影響されがち。その
　ようなときは「か・ち・も・な・い」を思い出すようにしよう。
●電話相談での情報は、患者団体にとっての宝物だと思う。
　医療情報は学会から入ってきても、実際の患者の生活情報は
　さまざま。それらをカバーすることも患者団体の重要な役割だ
　と思っている。
●情報の種類には2種類ある。一つは医療情報、二つ目は個々
　人の体験談としての生きるための情報=希望をもてる情報。
　VHO-netのもっている力を社会を変える力にするために、
　二つの強みを発揮していきたい。

今回も非常に広く奥の深いテーマをカバーする議論でした。
その中で、鍵を握るだろうという2つを述べて、閉会の挨拶とします。
①ひと味違う情報の質～
　情報化社会が進む中で、多くの情報を見分けたり、取捨選択が
　難しい時代になっている。その中で、ヘルスケア関連団体が発信
　する情報であれば信用できる、一目置かれる存在になれば、存在
　感と貢献度は増す。そのうえで、情報の出典を必ず出すことはと
　ても重要。情報源に読者が辿り着くことにより、検証もでき、豊かな
　理解を提供できるという公共的な意味合いもある。習慣的に、発
　信時には出典に注意することによって、情報のクオリティが評価
　され、その質が、ひと味違うというところまでもっていきたい。
②意思決定は簡単なことではなく、多くの部分は言葉にする難し
　さだと思う。シンプルに言って、話し合う場や、何か言いたいこと
　があるのではとの声掛けから始まる。そういった言語化の機会
　を提供できるのがヘルスケア関連団体の役割であり、特徴であ
　り、原始的な良さだと思う。これらを継続して、実りある活動を続
　けられることを願っている。

ヘルスリテラシーは、誰もが自分らしく生きやすい社会の実現につながるグループ

誰も孤立しない・させないための受け皿になる団体になるグループ

ひと味違う情報の質へ
コメントから全 体 討 論

VHO-net監事　伊藤 智樹 さん
（富山大学人文学部教授）

～閉会の挨拶から～
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ヘ
ル
ス
ケ
ア
関
連
団
体
の
活
動
や
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り
の
経
緯
の
中
で
、広
く
知
っ
て
ほ
し
い
取
り
組
み
や
伝
え
て
い
き
た
い
テ
ー
マ
に
つ
い
て
話
し

合
っ
て
い
た
だ
く
対
談
企
画
。第
2
回
は
、今
、必
要
と
さ
れ
る
ピ
ア
サ
ポ
ー
ト
の
た
め
の「
ピ
ア
サ
ポ
ー
ト
研
修
」に
つ
い
て
語
り
合
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

ピ
ア
サ
ポ
ー
ト
研
修

（
試
行
版
）を
実
施

『
V
H
O-

n
e
t
が
考
え
る
ピ
ア
サ
ポ
ー
ト
5
か
条
』

を
作
成
す
る
な
ど
、ヘ
ル
ス
ケ
ア
関
連
団
体
の
ピ
ア
サ

ポ
ー
ト
の
あ
り
方
を
考
え
て
き
た
V
H
O-

n
e
t
で

は
、2
0
2
4
年
11
月
に「
ピ
ア
サ
ポ
ー
ト
研
修（
試
行

版
）（
以
下
、試
行
版
）」を
実
施
し
ま
し
た
。ピ
ア
サ

ポ
ー
ト
・
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
メ
ン
バ
ー
と
し
て
試
行
版

の
企
画
に
も
か
か
わ
っ
た
お
二
人
に
、ピ
ア
サ
ポ
ー
ト

研
修
や
ピ
ア
サ
ポ
ー
タ
ー
に
期
待
さ
れ
る
こ
と
を
お

伺
い
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

ま
ず
、今
回
の
試
行
版
を
開
催
し
て
の
感
想
を
聞
か

せ
て
く
だ
さ
い
。

  

伊
藤
さ
ん　

試
行
版
で
は
、ピ
ア
サ
ポ
ー
ト
そ
の
も
の

に
つ
い
て
理
解
を
よ
り
深
め
る
ア
ド
バ
ン
ス
ド
な
内
容

を
志
し
ま
し
た
。ま
た「
ピ
ア
サ
ポ
ー
ト
の
記
録
」を

取
り
上
げ
た
こ
と
が
特
色
だ
と
思
い
ま
す
。感
想
と

し
て
は
、基
本
的
に
は
内
容
の
あ
る
研
修
が
で
き
た

と
思
い
ま
す
が
、プ
ロ
グ
ラ
ム
の
時
間
設
定
や
開
催
形

態
は
検
討
課
題
だ
と
感
じ
て
い
ま
す
。

 

山
根
さ
ん　

参
加
者
の一
人
と
し
て
、講
義
を
も
っ
と

じ
っ
く
り
と
聞
き
た
か
っ
た
し
、グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
も

も
っ
と
時
間
を
か
け
て
話
し
合
い
た
か
っ
た
と
思
い
ま

す
。個
々
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
充
実
し
て
い
た
か
ら
こ
そ
、

も
う
少
し
時
間
を
確
保
し
た
か
っ
た
で
す
ね
。ピ
ア

サ
ポ
ー
ト
は
時
代
の
流
れ
、医
療
の
進
歩
な
ど
も
把

握
し
な
が
ら
、常
に
学
び
続
け
る
べ
き
も
の
だ
と
思

う
の
で
、基
本
的
な
内
容
を
改
め
て
学
べ
た
こ
と
は
と

て
も
良
か
っ
た
と
思
っ
て
い
ま
す
。

ピ
ア
サ
ポ
ー
ト
す
る
側
は
常
に
学
び
続
け
る
必
要
が
あ

る
と
い
う
こ
と
で
す
ね
。他
に
ど
の
よ
う
な
能
力
や
条

件
が
求
め
ら
れ
る
で
し
ょ
う
か
。

 

伊
藤
さ
ん　

あ
ま
り
特
別
な
資
質
や
条
件
を
意
識

し
す
ぎ
な
い
方
が
い
い
の
で
は
な
い
か
と
思
っ
て
い
ま

す
。病
気
や
障
が
い
の
体
験
と
、他
者
と
の
関
係
の
中
で

救
わ
れ
た
と
い
う
経
験
が
あ
り
、そ
の
こ
と
を
通
じ

て
人
の
役
に
立
ち
た
い
人
で
あ
れ
ば
、基
本
的
に
ピ
ア

サ
ポ
ー
ト
を
行
う
資
格
は
あ
る
と
思
い
ま
す
。た
だ
、

団
体
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
専
門
職
な
ど
と
連
携
し
て
い

く
た
め
に
は
、そ
れ
ぞ
れ
の
問
題
に
対
す
る
知
識
や

認
識
は
必
要
で
す
。自
分
に
自
信
を
も
ち
つ
つ
、常
に

自
分
の
活
動
に
満
足
せ
ず
、交
流
や
研
修
の
場
を
大

切
に
す
る
。矛
盾
す
る
よ
う
で
す
が
、両
方
の
側
面

を
も
つ
こ
と
が
、ピ
ア
サ
ポ
ー
タ
ー
を
続
け
る
条
件
に

な
る
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

 

山
根
さ
ん　

ピ
ア
サ
ポ
ー
ト
は
先
輩
が
後
輩
に
ア
ド

バ
イ
ス
を
す
る
の
で
は
な
く
て
、相
談
者
が
自
分
自
身

で
答
え
を
見
つ
け
て
い
く
こ
と
が
基
本
で
す
か
ら
、1

対
1
よ
り
グ
ル
ー
プ
で
対
応
す
る
方
が
良
い
と
感
じ

て
い
ま
す
。そ
し
て
相
談
を
受
け
る
側
は
常
に
対
応

を
振
り
返
る
こ
と
が
必
要
で
す
し
、ス
ー
パ
ー
バ
イ

ザ
ー
の
よ
う
な
存
在
も
必
要
だ
と
思
い
ま
す
。ま
だ

団
体
リ
ー
ダ
ー
が
一
人
で
電
話
相
談
に
対
応
す
る
よ

う
な
古
い
形
の
ピ
ア
サ
ポ
ー
ト
も
行
わ
れ
て
い
る
よ
う

で
す
の
で
、ピ
ア
サ
ポ
ー
ト
を
学
ぶ
機
会
は
増
や
し
て

い
き
た
い
で
す
ね
。

今
後
の
ピ
ア
サ
ポ
ー
ト
研
修
に
つ
い
て
、ど
の
よ
う
な

考
え
が
あ
り
ま
す
か
。

山
根
さ
ん　
で
き

れ
ば
ワ
ー
ク
シ
ョッ

プ
の
よ
う
に
、し
っ

か
り
話
し
合
え
る
、

考
え
合
え
る
時
間

が
あ
る
と
い
い
か
な

と
思
い
ま
す
。ピ
ア

サ
ポ
ー
ト
の
基
本

の
確
認
や
、コ
ミュニ

ケ
ー
シ
ョン
、傾
聴
、

そ
し
て
、質
問
す
る

力
に
つ
い
て
も
学

び
た
い
で
す
ね
。質

問
す
る
力
と
は
、

自
分
の
考
え
を
押

し
付
け
ず
ア
ド
バ

イ
ス
し
す
ぎ
る
こ

と
な
く
、相
手
に

話
し
て
も
ら
う
力
、

思
い
や
困
り
ご
と
を
引
き
出
せ
る
力
で
す
。こ
れ
は
講

義
だ
け
で
は
な
く
、事
例
検
討
や
ロ
ー
ル
プ
レ
イ
を
行

う
と
気
づ
き
が
得
ら
れ
る
か
と
思
い
ま
す
。こ
の
部
分

は
で
き
れ
ば
対
面
形
式
で
行
い
た
い
で
す
ね
。

 

伊
藤
さ
ん　

質
問
す
る
力
は
重
要
だ
と
思
い
ま
す
。

基
本
的
な
構
成
は
試
行
版
と
同
様
に
し
て
、そ
れ
ぞ

れ
の
セ
ッ
シ
ョ
ン
の
内
容
と
時
間
を
も
っ
と
充
実
さ
せ

た
い
で
す
ね
。対
面
か
オ
ン
ラ
イ
ン
か
と
い
う
の
は
難

し
い
問
題
で
す
が
、対
面
の
方
が
コ
ミ
ュニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

は
取
り
や
す
い
が
、参
加
し
や
す
さ
で
は
オ
ン
ラ
イ
ン

と
、そ
れ
ぞ
れ
に
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
の
で
、理
想
と
し
て

は
両
方
の
形
式
で
開
催
す
る
こ
と
で
す
ね
。

今
、ピ
ア
サ
ポ
ー
ト
が

注
目
さ
れ
る
理
由

が
ん
や
難
病
に
関
す
る
連
合
組
織
な
ど
で
も
、さ
ま

ざ
ま
な
ピ
ア
サ
ポ
ー
ト
研
修
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
が
、

な
ぜ
今
、ピ
ア
サ
ポ
ー
ト
が
注
目
さ
れ
て
い
る
と
思
わ

れ
ま
す
か
。

 

伊
藤
さ
ん　

医
療
の
進
歩
に
よ
り
病
気
や
障
が
い
と
と

も
に
長
く
生
き
る
ケ
ー
ス
が
増
え
て
、医
療
の
選
択
が

必
要
と
な
る
中
で
、従
来
の
専
門
家
だ
け
で
は
患
者
を

サ
ポ
ー
ト
し
て
い
く
こ
と
は
難
し
く
な
り
、20
世
紀
後

半
以
降
、同
じ
病
気
や
障
が
い
を
経
験
し
た
人
の
ピ
ア

サ
ポ
ー
ト
が
注
目
さ
れ
る
よ
う
に
な
って
き
ま
し
た
。さ

ら
に
時
代
が
進
み
、医
療
の
選
択
が
複
雑
化
し
、患
者

の
生
き
方
も
多
様
化
す
る
中
で
、改
め
て
ど
の
よ
う
な

ピ
ア
サ
ポ
ー
ト
が
求
め
ら
れ
る
の
か
、ピ
ア
サ
ポ
ー
タ
ー

に
は
ど
の
よ
う
な
能
力
や
資
質
が
必
要
な
の
か
と
い
う

課
題
が
浮
上
し
て
き
た
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

 

山
根
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核
家
族
化
で
人
間
関
係
が
少
な
く
な
っ

て
い
る
中
で
、自
分
を
さ
ら
け
出
し
た
り
悩
み
を
話
し

た
り
、信
頼
関
係
を
築
い
た
り
す
る
こ
と
が
苦
手
な
人

が
増
え
て
い
る
と
感
じ
ま
す
。で
す
か
ら
、サ
ポ
ー
ト
す

る
側
に
は
、コ
ミ
ュニ
ケ
ー
シ
ョン
能
力
や
傾
聴
能
力
、質

問
す
る
力
、そ
し
て
信
頼
関
係
を
構
築
す
る
力
が
、な

お
さ
ら
重
要
に
な
って
き
て
い
る
の
か
な
と
思
い
ま
す
。

そ
う
し
た
背
景
の
中
で
、V
H
O-

n
e
t
で
ピ
ア
サ

ポ
ー
ト
研
修
を
行
う
こ
と
に
は
、ど
の
よ
う
な
意
義
が

あ
る
の
で
し
ょ
う
か
。
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V
H
O-

ne
t
で
は
、医
療
や
社
会
福
祉

や
臨
床
心
理
な
ど
、異
な
る
バッ
ク
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
あ
り

な
が
ら
、関
心
の
も
ち
方
が
重
な
っ
て
い
る
専
門
家
が

集
ま
り
、そ
の
場
に
当
事
者
も
参
加
し
て
い
ま
す
。だ

か
ら
こ
そ
、研
修
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
作
る
際
に
も「
ピ
ア
サ

ポ
ー
ト
の
記
録
」と
いっ
た
他
に
は
な
い
視
点
が
生
ま
れ
、

ま
た
、研
修
を
受
け
る
側
も
進
ん
で
フ
ァ
シ
リ
テ
ー

タ
ー
に
な
る
な
ど
積
極
的
な
の
だ
と
思
い
ま
す
し
、こ

れ
か
ら
も
、そ
う
あ
って
ほ
し
い
と
思
って
い
ま
す
。
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研
究
者
や
専
門
職
、多
様
な
病
気
や
障

が
い
の
団
体
リ
ー
ダ
ー
が
、フ
ラ
ッ
ト
な
立
場
で
集
う

と
い
う
V
H
O-

ne
t
の
メ
リ
ッ
ト
が
最
大
限
に
活
か

せ
る
の
が
、ピ
ア
サ
ポ
ー
ト
研
修
だ
と
思
い
ま
す
の
で
、

今
後
に
期
待
し
て
い
ま
す
。

ヘ
ル
ス
ケ
ア
関
連
団
体
の
活
動
を
よ
く
理
解
し
て
い

る
メ
ン
バ
ー
に
よ
る
、V
H
O-

n
e
t
な
ら
で
は
の

ピ
ア
サ
ポ
ー
ト
研
修
と
な
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す

ね
。試
行
版
参
加
者
の
声
も
活
か
し
、さ
ら
に
充
実

し
た
ピ
ア
サ
ポ
ー
ト
研
修
の
実
現
を
目
指
し
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

話したい・伝えたい・知ってほしい・私たちの歩み

対　　 談
まね
きねこ新企画

第2回

多
様
な
専
門
家
や
当
事
者
と

の
協
働
か
ら
生
ま
れ
る

ピ
ア
サ
ポ
ー
ト
研
修
と
は

VHO-netが考える ピア
サポート

ピアサポートとは、 当事
者ならびに当事者

をとりまく人々が、 互い
の体験を尊重し、 広

くフィードバックを受け
て、 エンパワメント

を実現し、 将来にわたり
発展していく活動。

聞き手
ファイザー株式会社
コミュニティ・リレーション部
VHO-net 監事
喜島 智香子 さん

社会学の立場から
患者会活動や
ピアサポートを研究

伊藤 智樹 さん
富山大学人文学部 教授
VHO-net 監事

当事者団体で
多くの相談対応や
ピアサポートを経験

山根 則子 さん
（公社）日本オストミー協会
横浜市支部 支部長
VHO-net 理事
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ピ
ア
サ
ポ
ー
ト
研
修

（
試
行
版
）を
実
施

『
V
H
O-

n
e
t
が
考
え
る
ピ
ア
サ
ポ
ー
ト
5
か
条
』

を
作
成
す
る
な
ど
、ヘ
ル
ス
ケ
ア
関
連
団
体
の
ピ
ア
サ

ポ
ー
ト
の
あ
り
方
を
考
え
て
き
た
V
H
O-

n
e
t
で

は
、2
0
2
4
年
11
月
に「
ピ
ア
サ
ポ
ー
ト
研
修（
試
行

版
）（
以
下
、試
行
版
）」を
実
施
し
ま
し
た
。ピ
ア
サ

ポ
ー
ト
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プ
ロ
ジ
ェ
ク
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の
メ
ン
バ
ー
と
し
て
試
行
版

の
企
画
に
も
か
か
わ
っ
た
お
二
人
に
、ピ
ア
サ
ポ
ー
ト

研
修
や
ピ
ア
サ
ポ
ー
タ
ー
に
期
待
さ
れ
る
こ
と
を
お

伺
い
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

ま
ず
、今
回
の
試
行
版
を
開
催
し
て
の
感
想
を
聞
か

せ
て
く
だ
さ
い
。
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試
行
版
で
は
、ピ
ア
サ
ポ
ー
ト
そ
の
も
の

に
つ
い
て
理
解
を
よ
り
深
め
る
ア
ド
バ
ン
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ド
な
内
容

を
志
し
ま
し
た
。ま
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ピ
ア
サ
ポ
ー
ト
の
記
録
」を

取
り
上
げ
た
こ
と
が
特
色
だ
と
思
い
ま
す
。感
想
と

し
て
は
、基
本
的
に
は
内
容
の
あ
る
研
修
が
で
き
た

と
思
い
ま
す
が
、プ
ロ
グ
ラ
ム
の
時
間
設
定
や
開
催
形

態
は
検
討
課
題
だ
と
感
じ
て
い
ま
す
。
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ア
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ポ
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進
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が
ら
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に
学
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る
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も
の
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と
思

う
の
で
、基
本
的
な
内
容
を
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て
学
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た
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と
は
と

て
も
良
か
っ
た
と
思
っ
て
い
ま
す
。

ピ
ア
サ
ポ
ー
ト
す
る
側
は
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に
学
び
続
け
る
必
要
が
あ

る
と
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う
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で
す
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。他
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ど
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よ
う
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力
や
条
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れ
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で
し
ょ
う
か
。
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験
が
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て
人
の
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に
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い
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で
あ
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ば
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的
に
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サ
ポ
ー
ト
を
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資
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と
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ま
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、
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体
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ダ
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と
し
て
専
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ど
と
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て
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く
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に
は
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れ
ぞ
れ
の
問
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に
対
す
る
知
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や
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は
必
要
で
す
。自
分
に
自
信
を
も
ち
つ
つ
、常
に

自
分
の
活
動
に
満
足
せ
ず
、交
流
や
研
修
の
場
を
大
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に
す
る
。矛
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す
る
よ
う
で
す
が
、両
方
の
側
面

を
も
つ
こ
と
が
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ア
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を
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る
条
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に
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の
で
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と
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す
。
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ポ
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す
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対
1
よ
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で
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ま
す
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の
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。
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で
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が
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が
コ
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ケ
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ョ
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取
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や
す
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は
オ
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ラ
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と
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に
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リ
ッ
ト
が
あ
る
の
で
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想
と
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て

は
両
方
の
形
式
で
開
催
す
る
こ
と
で
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。

今
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ト
が
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目
さ
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る
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由
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ん
や
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病
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関
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で
も
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ま
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ま
な
ピ
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ト
研
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が
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ま
す
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、

な
ぜ
今
、ピ
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サ
ポ
ー
ト
が
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目
さ
れ
て
い
る
と
思
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れ
ま
す
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。
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進
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に
よ
り
病
気
や
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が
い
と
と

も
に
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く
生
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る
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ス
が
増
え
て
、医
療
の
選
択
が

必
要
と
な
る
中
で
、従
来
の
専
門
家
だ
け
で
は
患
者
を

サ
ポ
ー
ト
し
て
い
く
こ
と
は
難
し
く
な
り
、20
世
紀
後

半
以
降
、同
じ
病
気
や
障
が
い
を
経
験
し
た
人
の
ピ
ア

サ
ポ
ー
ト
が
注
目
さ
れ
る
よ
う
に
な
って
き
ま
し
た
。さ

ら
に
時
代
が
進
み
、医
療
の
選
択
が
複
雑
化
し
、患
者

の
生
き
方
も
多
様
化
す
る
中
で
、改
め
て
ど
の
よ
う
な

ピ
ア
サ
ポ
ー
ト
が
求
め
ら
れ
る
の
か
、ピ
ア
サ
ポ
ー
タ
ー

に
は
ど
の
よ
う
な
能
力
や
資
質
が
必
要
な
の
か
と
い
う

課
題
が
浮
上
し
て
き
た
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

 

山
根
さ
ん　

核
家
族
化
で
人
間
関
係
が
少
な
く
な
っ

て
い
る
中
で
、自
分
を
さ
ら
け
出
し
た
り
悩
み
を
話
し

た
り
、信
頼
関
係
を
築
い
た
り
す
る
こ
と
が
苦
手
な
人

が
増
え
て
い
る
と
感
じ
ま
す
。で
す
か
ら
、サ
ポ
ー
ト
す

る
側
に
は
、コ
ミ
ュニ
ケ
ー
シ
ョン
能
力
や
傾
聴
能
力
、質

問
す
る
力
、そ
し
て
信
頼
関
係
を
構
築
す
る
力
が
、な

お
さ
ら
重
要
に
な
って
き
て
い
る
の
か
な
と
思
い
ま
す
。

そ
う
し
た
背
景
の
中
で
、V
H
O-

n
e
t
で
ピ
ア
サ

ポ
ー
ト
研
修
を
行
う
こ
と
に
は
、ど
の
よ
う
な
意
義
が

あ
る
の
で
し
ょ
う
か
。

 

伊
藤
さ
ん　

V
H
O-

ne
t
で
は
、医
療
や
社
会
福
祉

や
臨
床
心
理
な
ど
、異
な
る
バッ
ク
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
あ
り

な
が
ら
、関
心
の
も
ち
方
が
重
な
っ
て
い
る
専
門
家
が

集
ま
り
、そ
の
場
に
当
事
者
も
参
加
し
て
い
ま
す
。だ

か
ら
こ
そ
、研
修
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
作
る
際
に
も「
ピ
ア
サ

ポ
ー
ト
の
記
録
」と
いっ
た
他
に
は
な
い
視
点
が
生
ま
れ
、

ま
た
、研
修
を
受
け
る
側
も
進
ん
で
フ
ァ
シ
リ
テ
ー

タ
ー
に
な
る
な
ど
積
極
的
な
の
だ
と
思
い
ま
す
し
、こ

れ
か
ら
も
、そ
う
あ
って
ほ
し
い
と
思
って
い
ま
す
。

 

山
根
さ
ん　

研
究
者
や
専
門
職
、多
様
な
病
気
や
障

が
い
の
団
体
リ
ー
ダ
ー
が
、フ
ラ
ッ
ト
な
立
場
で
集
う

と
い
う
V
H
O-

ne
t
の
メ
リ
ッ
ト
が
最
大
限
に
活
か

せ
る
の
が
、ピ
ア
サ
ポ
ー
ト
研
修
だ
と
思
い
ま
す
の
で
、

今
後
に
期
待
し
て
い
ま
す
。

ヘ
ル
ス
ケ
ア
関
連
団
体
の
活
動
を
よ
く
理
解
し
て
い

る
メ
ン
バ
ー
に
よ
る
、V
H
O-

n
e
t
な
ら
で
は
の

ピ
ア
サ
ポ
ー
ト
研
修
と
な
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す

ね
。試
行
版
参
加
者
の
声
も
活
か
し
、さ
ら
に
充
実

し
た
ピ
ア
サ
ポ
ー
ト
研
修
の
実
現
を
目
指
し
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

『VHO-netが考えるピアサポート5か条』 改訂版はVHO-netのホームページからダウンロードできます
（一社）ヘルスケア関連団体ネットワーキングの会（VHO-net） https://www.vho-net.org/

 ピアサポート研修（試行版）　　　　　
～2024年11月24日オンライン開催

■研修内容
「ピアサポートの根本を見つめ直すーそもそもピアサポートとは何かー」 伊藤智樹（前掲）
「ピアサポーターのためのコミュニケーションを学ぼう!」 岡本左和子（奈良県立医科大学教育開発センター特任講師）
「記録の意義と課題」 栄セツコ（桃山学院大学社会学部ソーシャルデザイン学科教授）
実践報告話題提供　山根則子（前掲）・森幸子（（一社）全国膠原病友の会 代表理事）
グループワーク、発表　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（敬称略）
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2
0
1
8
年
の「
新
学
習
指
導
要
領
」で
、小
中
高
で
の
が
ん
教
育
が
始
ま
り
ま
し
た
。ま
ね
き
ね
こ
で
も
注
目
し
、2
0
2
3
年
第
62
号（（
一
社
）全
国
が
ん
患

者
団
体
連
合
会
参
照
）で
も
そ
の
活
動
を
レ
ポ
ー
ト
し
て
い
ま
す
。今
回
は
、が
ん
サ
バ
イ
バ
ー
と
し
て
、が
ん
教
育
の
活
動
を
主
体
に
団
体
を
立
ち
上
げ
活
動

す
る
N
P
O
法
人 

C
o
c
o
音（
こ
こ
っ
と
）代
表
理
事
の
山
本
美
裕
紀
さ
ん
に
フ
ォ
ー
カ
ス
オ
ン
。福
岡
県
で
、子
ど
も
た
ち
の
目
線
に
合
わ
せ
、が
ん
だ
け
で

な
く
難
病
も
伝
え
る「
生
き
る
こ
と
の
授
業
」を
展
開
し
て
い
る
、そ
の
ノ
ウ
ハ
ウ
や
思
い
を
語
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

C
o
co
音
の
団
体
発
足
の

経
緯
に
つ
い
て
教
え
て
く
だ
さ
い

私
は
看
護
学
校
3
年
生
の
と
き
に
口
腔
が
ん
に
な
り
、

手
術
を
受
け
ま
し
た
。数
年
後
、進
行
性
感
音
難
聴

で
失
聴
し
ま
し
た
。看
護
師
に
な
って
い
ま
し
た
が
、生

き
る
希
望
を
失
っ
て
い
た
と
き
に
、が
ん
教
育
を
活
動

の
メ
イ
ン
と
し
た
患
者
団
体
に
出
会
い
ま
し
た
。初
め

て
授
業
に
参
加
し
た
と
き
に
、子
ど
も
た
ち
の
感
想
の

「
お
う
ち
に
帰
っ
た
ら
お
母
さ
ん
に
検
診
に
行
っ
て
と
言

い
ま
す
」「
死
に
た
い
と
思
っ
て
も
生
き
て
い
て
い
い
ん
だ

と
思
い
ま
し
た
」な
ど
の
言
葉
に
触
れ
、伝
え
る
こ
と

で
命
を
救
う
こ
と
が
で
き
る
ん
だ
と
学
ん
だ
こ
と
が
、

が
ん
教
育
を
や
り
た
い
と
思
っ
た
き
っ
か
け
で
す
。

約
5
年
間
、そ
の
団
体
の
が
ん
教
育
で
小
中
高

2
0
0
校
く
ら
い
の
授
業
に
行
き
ま
し
た
。た
だ
、体

力
的
に
厳
し
さ
を
感
じ
て
い
た
と
き
に
、が
ん
と
難
病

の
交
流
会
が
あ
り
、再
発
性
多
発
軟
骨
炎（
R
P
）患

者
会
代
表
の
永
松
勝
利
さ
ん
に
出
会
い
ま
し
た
。そ
の

交
流
会
で
、難
病
患
者
さ
ん
が
言
っ
た「
明
日
で
き
る

こ
と
は
明
日
す
る
」と
い
う
言
葉
が
と
て
も
印
象
深

か
っ
た
の
で
す
。私
は
が
ん
に
な
っ
た
こ
と
で
一
日
一
日
、

悔
い
が
残
ら
な
い
よ
う
に
生
き
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と

思
っ
て
い
ま
し
た
。で
も
難
病
患
者
さ
ん
は
、「
ず
っ
と

病
気
と
付
き
合
っ
て
い
く
。毎
日
、そ
ん
な
に一
生
懸
命

生
き
て
は
い
ら
れ
な
い
」と
言
わ
れ
て
。そ
う
か
、そ
ん

な
に
頑
張
っ
て
生
き
な
く
て
も
い
い
の
だ
と
、と
て
も
心

が
楽
に
な
り
ま
し
た
。反
面
、所
属
す
る
団
体
の
が
ん

教
育
は
、「
一日
一分
一秒
、無
駄
に
し
な
い
よ
う
に
」と
伝

え
る
。そ
れ
は
と
て
も
大
事
な
こ
と
で
す
が
、そ
れ
だ

け
で
は
な
い
と
思
う
よ
う
に
も
な
り
ま
し
た
。一
生
懸

命
生
き
て
い
る
子
ど
も
に
そ
う
伝
え
る
の
は
苦
し
い
の

で
は
な
い
か
。も
っ
と
視
野
を
広
げ
な
け
れ
ば
と
思
い
、

所
属
団
体
を
離
れ
、難
病
団
体
の
永
松
さ
ん
と
協
働

す
る
方
向
に
進
み
ま
し
た
。

2
0
1
8
年
度
の
新
学
習
指
導
要
領
で
、が
ん
教
育
が

必
修
化
さ
れ
、医
師
や
が
ん
経
験
者
を
外
部
講
師
と
し

て
活
用
す
る
取
り
組
み
も
始
ま
り
ま
し
た
。そ
こ
で
難

病
患
者
さ
ん
の
話
を
し
て
も
よ
い
の
か
文
部
科
学
省
の

確
認
を
取
り
、問
題
は
な
い
と
い
う
こ
と
で
し
た
。そ
の

よ
う
な
中
で
、2
0
1
9
年
に
小
中
高
生
に
が
ん
教
育

を
す
る
た
め
の
N
P
O
法
人
Coco
音
を
、が
ん
サ
バ

イ
バ
ー
や
難
病
患
者
さ
ん
た
ち
と
設
立
し
ま
し
た
。

C
o
co
音
の
が
ん
教
育
の

特
徴
に
つ
い
て
教
え
て
く
だ
さ
い

が
ん
教
育
は
さ
ま
ざ
ま
な
形
が
あ
り
ま
す
が
、C
o
c
o

音
の
特
徴
は
大
き
く
3
つ
あ
り
ま
す
。

一つ
目
は
、難
病
当
事
者
の
活
躍
で
す
。難
病
の
方
の
柔

軟
な
生
き
方
で
子
ど
も
た
ち
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
幅
が

広
が
り
、抽
象
的
な
命
で
は
な
く
、具
体
的
な
生
き
る

姿
を
示
し
て
生
き
る
力
を
子
ど
も
に
与
え
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

二
つ
目
は
、医
療
者
が
知
識
の
提
供
だ
け
で
は
な
く
、経

験
を
通
し
て
疾
患
当
事
者
の
話
を
上
手
に
ア
シ
ス
ト
し
、

子
ど
も
た
ち
が
今
か
ら
何
を
す
べ
き
か
と
い
う
具
体
的

な
行
動
を
考
え
る
機
会
を
与
え
て
く
れ
る
こ
と
で
す
。

三
つ
目
は
、授
業
後
に
生
ま
れ
た
疑
問
に
答
え
る
こ
と

で
す
。

授
業
後
の
感
想
に
は
、宝
の
よ
う
な
素
敵
な
言
葉
が

欄
外
に
ま
で
書
か
れ
て
い
ま
す
。自
身
の
存
在
価
値
、

他
者
意
識
、チ
ャ
レ
ン
ジ
精
神
な
ど
。こ
の
人
生
転
機
の

機
会
に
対
し
動
画
を
作
成
し
て
、応
援
メ
ッ
セ
ー
ジ
を

送
っ
て
い
ま
す
。中
に
は
こ
の
動
画
に
感
想
文
を
送
っ
て

く
れ
る
学
校
も
あ
り
ま
す
。

私
た
ち
は
、「
子
ど
も
た
ち
が
主
役
」を
忘
れ
ず
に
、授

業
毎
に
学
校
に
合
わ
せ
た
言
葉
や
表
現
の
配
慮
を
考

え
、授
業
の
組
み
立
て
を
皆
で
行
い
ま
す
。

そ
の
た
め
に
は
、語
り
手
全
員
が
養
成
講
座
を
受
講
し
、

「
病
気
を
語
る
の
で
は
な
く
、病
気
で
語
る
」の
モッ
ト
ー

を
常
に
も
ち
続
け
る
こ
と
が
大
事
だ
と
思
い
ま
す
。

語
り
手
さ
ん
は
ど
の
よ
う
な

研
修
を
受
け
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か

C
o
c
o
音
の
語
り
手
養
成
講
座
で
は
、4
ス
テ
ッ
プ

（
計
15
時
間
）の
研
修
を
受
講
い
た
だ
き
ま
す
。ス
テ
ッ

プ
1
は
が
ん
と
難
病
の
知
識
、が
ん
教
育
の
位
置
づ
け
、

経
験
の
振
り
返
り
、ス
テ
ッ
プ
2
で
は
配
慮
や
メッ
セ
ー

ジ
の
抽
出
、ス
テ
ッ
プ
3
で
は
授
業
を
見
学
、ス
テ
ッ
プ

4
で
は
ヒ
ア
リ
ン
グ
を
行
い
皆
で
授
業
内
容
を
検
討
し
、

模
擬
授
業
を
行
っ
て
ブ
ラ
ッ
シ
ュア
ッ
プ
を
重
ね
、授
業

に
デ
ビ
ュ
ー
し
ま
す
。中
に
は
全
4
ス
テ
ッ
プ
で
1
年

半
か
か
っ
た
メ
ン
バ
ー
も
い
ま
す
。

わ
か
り
や
す
く
伝
え
る
た
め
に

授
業
の
発
表
ス
ラ
イ
ド
に
は

ど
の
よ
う
な
工
夫
を
し
て
い
ま
す
か

今
の
子
ど
も
た
ち
は
視
覚
か
ら
情
報
を
得
る
こ
と
が

多
い
の
で
、お
話
に
加
え
て
効
果
的
に
ス
ラ
イ
ド
を
使

う
こ
と
も
重
視
し
て
い
ま
す
。ま
ず
、恐
さ
を
感
じ

さ
せ
な
い
よ
う
に
背
景
の
色
に
黒
や
白
は
使
い
ま
せ
ん
。

ま
た
、こ
れ
は
学
校
の
先
生
か
ら
教
わ
っ
た
こ
と
で
す

が
、発
達
段
階
の
子
ど
も
は「
丸
ゴ
シ
ッ
ク
体
」が
読
み

や
す
く
感
じ
る
そ
う
で
す
。そ
し
て
私
た
ち
が
話
す

言
葉
は
、す
べ
て
ス
ラ
イ
ド
の
中
で
文
字
化
さ
れ
て
い

る
こ
と
。さ
ら
に
写
真
を
効
果
的
に
使
う
と
イ
メ
ー

ジ
が
湧
き
ま
す
。こ
れ
は
聴
覚
障
害
の
子
ど
も
へ
の
配

慮
で
も
あ
り
ま
す
。

今
後
の
抱
負
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い

現
在
、C
o
c
o
音
の
メ
ン
バ
ー
は
約
20
名
。全
員
が
授

業
に
出
向
く
の
で
は
な
く
、病
院
の
が
ん
サ
ロ
ン
な
ど

に
だ
け
行
く
人
も
い
れ
ば
、お
話
を
聞
く
こ
と（
傾
聴
）

を
メ
イ
ン
に
し
て
い
る
人
も
い
ま
す
。が
ん
や
難
病
当

事
者
の
方
も
多
く
い
ま
す
が
、今
は
が
ん
も
治
る
時
代

な
の
で
、克
服
す
れ
ば
活
動
か
ら
離
れ
る
人
も
い
ま
す
。

自
分
が
が
ん
に
な
っ
た
と
き
病
気
に
ど
う
立
ち
向
か
っ

た
か
と
い
う
話
は
、子
ど
も
た
ち
に
勇
気
を
与
え
ま
す
。

ま
た
、難
病
患
者
さ
ん
は
ず
っ
と
病
気
と
付
き
合
っ
て

い
く
の
で
、普
段
か
ら
工
夫
し
て
い
る
こ
と
、苦
し
か
っ

た
と
き
に
ど
う
し
た
か
な
ど
の
話
は
、子
ど
も
た
ち
に

と
って
前
を
向
い
て
生
き
よ
う
と
い
う
力
に
も
な
り
ま

す
。ど
ち
ら
も
C
o
c
o
音
に
と
っ
て
は
と
て
も
大
切

な
存
在
で
す
。45
分
の
授
業
で
は
伝
え
き
れ
な
い
こ
と

も
あ
り
ま
す
。疑
問
が
あ
っ
た
り
、学
校
の
先
生
に
見

ら
れ
た
く
な
い
感
想
は
C
o
c
o
音
の
H
P
の
質
問
箱

に
直
接
メッ
セ
ー
ジ
を
送
れ
る
よ
う
な
仕
組
み
も
あ
り

ま
す
。子
ど
も
た
ち
への
き
め
細
や
か
な
フ
ォ
ロ
ー
を
こ

れ
か
ら
も
大
切
に
し
、が
ん
教
育
を
普
及
、充
実
さ
せ

て
い
き
た
い
と
思
って
い
ま
す
。

難
病
患
者
さ
ん
と
の
出
会
い
で

が
ん
教
育
の
道
筋
が
見
え
た

「
生
き
る
こ
と
の
授
業
」を
届
け
る

NPO法人 Coco音（ここっと）
代表理事

山本 美裕紀 さん
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第17回 新しい取り組みや特色のある活動をご紹介します

C
o
co
音
の
団
体
発
足
の

経
緯
に
つ
い
て
教
え
て
く
だ
さ
い

私
は
看
護
学
校
3
年
生
の
と
き
に
口
腔
が
ん
に
な
り
、

手
術
を
受
け
ま
し
た
。数
年
後
、進
行
性
感
音
難
聴

で
失
聴
し
ま
し
た
。看
護
師
に
な
って
い
ま
し
た
が
、生

き
る
希
望
を
失
っ
て
い
た
と
き
に
、が
ん
教
育
を
活
動

の
メ
イ
ン
と
し
た
患
者
団
体
に
出
会
い
ま
し
た
。初
め

て
授
業
に
参
加
し
た
と
き
に
、子
ど
も
た
ち
の
感
想
の

「
お
う
ち
に
帰
っ
た
ら
お
母
さ
ん
に
検
診
に
行
っ
て
と
言

い
ま
す
」「
死
に
た
い
と
思
っ
て
も
生
き
て
い
て
い
い
ん
だ

と
思
い
ま
し
た
」な
ど
の
言
葉
に
触
れ
、伝
え
る
こ
と

で
命
を
救
う
こ
と
が
で
き
る
ん
だ
と
学
ん
だ
こ
と
が
、

が
ん
教
育
を
や
り
た
い
と
思
っ
た
き
っ
か
け
で
す
。

約
5
年
間
、そ
の
団
体
の
が
ん
教
育
で
小
中
高

2
0
0
校
く
ら
い
の
授
業
に
行
き
ま
し
た
。た
だ
、体

力
的
に
厳
し
さ
を
感
じ
て
い
た
と
き
に
、が
ん
と
難
病

の
交
流
会
が
あ
り
、再
発
性
多
発
軟
骨
炎（
R
P
）患

者
会
代
表
の
永
松
勝
利
さ
ん
に
出
会
い
ま
し
た
。そ
の

交
流
会
で
、難
病
患
者
さ
ん
が
言
っ
た「
明
日
で
き
る

こ
と
は
明
日
す
る
」と
い
う
言
葉
が
と
て
も
印
象
深

か
っ
た
の
で
す
。私
は
が
ん
に
な
っ
た
こ
と
で
一
日
一
日
、

悔
い
が
残
ら
な
い
よ
う
に
生
き
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と

思
っ
て
い
ま
し
た
。で
も
難
病
患
者
さ
ん
は
、「
ず
っ
と

病
気
と
付
き
合
っ
て
い
く
。毎
日
、そ
ん
な
に一
生
懸
命

生
き
て
は
い
ら
れ
な
い
」と
言
わ
れ
て
。そ
う
か
、そ
ん

な
に
頑
張
っ
て
生
き
な
く
て
も
い
い
の
だ
と
、と
て
も
心

が
楽
に
な
り
ま
し
た
。反
面
、所
属
す
る
団
体
の
が
ん

教
育
は
、「
一日
一分
一秒
、無
駄
に
し
な
い
よ
う
に
」と
伝

え
る
。そ
れ
は
と
て
も
大
事
な
こ
と
で
す
が
、そ
れ
だ

け
で
は
な
い
と
思
う
よ
う
に
も
な
り
ま
し
た
。一
生
懸

命
生
き
て
い
る
子
ど
も
に
そ
う
伝
え
る
の
は
苦
し
い
の

で
は
な
い
か
。も
っ
と
視
野
を
広
げ
な
け
れ
ば
と
思
い
、

所
属
団
体
を
離
れ
、難
病
団
体
の
永
松
さ
ん
と
協
働

す
る
方
向
に
進
み
ま
し
た
。

2
0
1
8
年
度
の
新
学
習
指
導
要
領
で
、が
ん
教
育
が

必
修
化
さ
れ
、医
師
や
が
ん
経
験
者
を
外
部
講
師
と
し

て
活
用
す
る
取
り
組
み
も
始
ま
り
ま
し
た
。そ
こ
で
難

病
患
者
さ
ん
の
話
を
し
て
も
よ
い
の
か
文
部
科
学
省
の

確
認
を
取
り
、問
題
は
な
い
と
い
う
こ
と
で
し
た
。そ
の

よ
う
な
中
で
、2
0
1
9
年
に
小
中
高
生
に
が
ん
教
育

を
す
る
た
め
の
N
P
O
法
人
Coco
音
を
、が
ん
サ
バ

イ
バ
ー
や
難
病
患
者
さ
ん
た
ち
と
設
立
し
ま
し
た
。

C
o
co
音
の
が
ん
教
育
の

特
徴
に
つ
い
て
教
え
て
く
だ
さ
い

が
ん
教
育
は
さ
ま
ざ
ま
な
形
が
あ
り
ま
す
が
、C
o
c
o

音
の
特
徴
は
大
き
く
3
つ
あ
り
ま
す
。

一つ
目
は
、難
病
当
事
者
の
活
躍
で
す
。難
病
の
方
の
柔

軟
な
生
き
方
で
子
ど
も
た
ち
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
幅
が

広
が
り
、抽
象
的
な
命
で
は
な
く
、具
体
的
な
生
き
る

姿
を
示
し
て
生
き
る
力
を
子
ど
も
に
与
え
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

二
つ
目
は
、医
療
者
が
知
識
の
提
供
だ
け
で
は
な
く
、経

験
を
通
し
て
疾
患
当
事
者
の
話
を
上
手
に
ア
シ
ス
ト
し
、

子
ど
も
た
ち
が
今
か
ら
何
を
す
べ
き
か
と
い
う
具
体
的

な
行
動
を
考
え
る
機
会
を
与
え
て
く
れ
る
こ
と
で
す
。

三
つ
目
は
、授
業
後
に
生
ま
れ
た
疑
問
に
答
え
る
こ
と

で
す
。

授
業
後
の
感
想
に
は
、宝
の
よ
う
な
素
敵
な
言
葉
が

欄
外
に
ま
で
書
か
れ
て
い
ま
す
。自
身
の
存
在
価
値
、

他
者
意
識
、チ
ャ
レ
ン
ジ
精
神
な
ど
。こ
の
人
生
転
機
の

機
会
に
対
し
動
画
を
作
成
し
て
、応
援
メ
ッ
セ
ー
ジ
を

送
っ
て
い
ま
す
。中
に
は
こ
の
動
画
に
感
想
文
を
送
っ
て

く
れ
る
学
校
も
あ
り
ま
す
。

私
た
ち
は
、「
子
ど
も
た
ち
が
主
役
」を
忘
れ
ず
に
、授

業
毎
に
学
校
に
合
わ
せ
た
言
葉
や
表
現
の
配
慮
を
考

え
、授
業
の
組
み
立
て
を
皆
で
行
い
ま
す
。

そ
の
た
め
に
は
、語
り
手
全
員
が
養
成
講
座
を
受
講
し
、

「
病
気
を
語
る
の
で
は
な
く
、病
気
で
語
る
」の
モッ
ト
ー

を
常
に
も
ち
続
け
る
こ
と
が
大
事
だ
と
思
い
ま
す
。

語
り
手
さ
ん
は
ど
の
よ
う
な

研
修
を
受
け
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か

C
o
c
o
音
の
語
り
手
養
成
講
座
で
は
、4
ス
テ
ッ
プ

（
計
15
時
間
）の
研
修
を
受
講
い
た
だ
き
ま
す
。ス
テ
ッ

プ
1
は
が
ん
と
難
病
の
知
識
、が
ん
教
育
の
位
置
づ
け
、

経
験
の
振
り
返
り
、ス
テ
ッ
プ
2
で
は
配
慮
や
メッ
セ
ー

ジ
の
抽
出
、ス
テ
ッ
プ
3
で
は
授
業
を
見
学
、ス
テ
ッ
プ

4
で
は
ヒ
ア
リ
ン
グ
を
行
い
皆
で
授
業
内
容
を
検
討
し
、

模
擬
授
業
を
行
っ
て
ブ
ラ
ッ
シ
ュア
ッ
プ
を
重
ね
、授
業

に
デ
ビ
ュ
ー
し
ま
す
。中
に
は
全
4
ス
テ
ッ
プ
で
1
年

半
か
か
っ
た
メ
ン
バ
ー
も
い
ま
す
。

わ
か
り
や
す
く
伝
え
る
た
め
に

授
業
の
発
表
ス
ラ
イ
ド
に
は

ど
の
よ
う
な
工
夫
を
し
て
い
ま
す
か

今
の
子
ど
も
た
ち
は
視
覚
か
ら
情
報
を
得
る
こ
と
が

多
い
の
で
、お
話
に
加
え
て
効
果
的
に
ス
ラ
イ
ド
を
使

う
こ
と
も
重
視
し
て
い
ま
す
。ま
ず
、恐
さ
を
感
じ

さ
せ
な
い
よ
う
に
背
景
の
色
に
黒
や
白
は
使
い
ま
せ
ん
。

ま
た
、こ
れ
は
学
校
の
先
生
か
ら
教
わ
っ
た
こ
と
で
す

が
、発
達
段
階
の
子
ど
も
は「
丸
ゴ
シ
ッ
ク
体
」が
読
み

や
す
く
感
じ
る
そ
う
で
す
。そ
し
て
私
た
ち
が
話
す

言
葉
は
、す
べ
て
ス
ラ
イ
ド
の
中
で
文
字
化
さ
れ
て
い

る
こ
と
。さ
ら
に
写
真
を
効
果
的
に
使
う
と
イ
メ
ー

ジ
が
湧
き
ま
す
。こ
れ
は
聴
覚
障
害
の
子
ど
も
へ
の
配

慮
で
も
あ
り
ま
す
。

今
後
の
抱
負
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い

現
在
、C
o
c
o
音
の
メ
ン
バ
ー
は
約
20
名
。全
員
が
授

業
に
出
向
く
の
で
は
な
く
、病
院
の
が
ん
サ
ロ
ン
な
ど

に
だ
け
行
く
人
も
い
れ
ば
、お
話
を
聞
く
こ
と（
傾
聴
）

を
メ
イ
ン
に
し
て
い
る
人
も
い
ま
す
。が
ん
や
難
病
当

事
者
の
方
も
多
く
い
ま
す
が
、今
は
が
ん
も
治
る
時
代

な
の
で
、克
服
す
れ
ば
活
動
か
ら
離
れ
る
人
も
い
ま
す
。

自
分
が
が
ん
に
な
っ
た
と
き
病
気
に
ど
う
立
ち
向
か
っ

た
か
と
い
う
話
は
、子
ど
も
た
ち
に
勇
気
を
与
え
ま
す
。

ま
た
、難
病
患
者
さ
ん
は
ず
っ
と
病
気
と
付
き
合
っ
て

い
く
の
で
、普
段
か
ら
工
夫
し
て
い
る
こ
と
、苦
し
か
っ

た
と
き
に
ど
う
し
た
か
な
ど
の
話
は
、子
ど
も
た
ち
に

と
って
前
を
向
い
て
生
き
よ
う
と
い
う
力
に
も
な
り
ま

す
。ど
ち
ら
も
C
o
c
o
音
に
と
っ
て
は
と
て
も
大
切

な
存
在
で
す
。45
分
の
授
業
で
は
伝
え
き
れ
な
い
こ
と

も
あ
り
ま
す
。疑
問
が
あ
っ
た
り
、学
校
の
先
生
に
見

ら
れ
た
く
な
い
感
想
は
C
o
c
o
音
の
H
P
の
質
問
箱

に
直
接
メッ
セ
ー
ジ
を
送
れ
る
よ
う
な
仕
組
み
も
あ
り

ま
す
。子
ど
も
た
ち
への
き
め
細
や
か
な
フ
ォ
ロ
ー
を
こ

れ
か
ら
も
大
切
に
し
、が
ん
教
育
を
普
及
、充
実
さ
せ

て
い
き
た
い
と
思
って
い
ま
す
。

まねきねこの視点
取材を
終えて

がん教育でありながら、同時に難病をマッチン
グさせた方針に新しい視点を感じました。
それぞれに伝えることに違いがありますが、子
どもたちは敏感に反応する。その瞬間をキャッ
チして臨機応変に対応していく、そのノウハウ
や経験値の積み重ねが、生きる力の授業につ
ながっていくのだと感じました。

NPO法人Coco音
https://cocotto-5510.jimdofree.com

山本 美裕紀 さん プロフィール
NPO法人Coco音 代表理事。口腔がんサバイバー、
進行性感音難聴を人工内耳で克服。2019年NPO
法人Coco音設立。看護師、介護福祉士、社会福祉
主事など多数の資格を有し、がん教育の進展に取り組
んでいる。

子どもたちの興味を引くようにメッセージも添えている

スライドを効果的に使った授業
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活 動 紹 介
一般社団法人 
ヘルスケア関連団体ネットワーキングの会

第
54
回
関
東
学
習
会
が
東
京
の
フ
ァ
イ
ザ
ー

株
式
会
社
会
議
室
と
、オ
ン
ラ
イ
ン
に
よ
る

ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
形
式
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

テ
ー
マ
は「
原
点
に
立
ち
返
り
、私
た
ち
の
課

題
を
整
理
す
る
」。前
回
の
学
習
会
で
行
っ
た

「
ヘ
ル
ス
ケ
ア
関
連
団
体
と
し
て
の
課
題
の
整

理
」を
も
と
に
、今
回
は
ヘ
ル
ス
ケ
ア
関
連
団

体
の
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
日
々
感
じ
て
い
る
課
題

や
具
体
的
な
解
決
策
に
つ
い
て
話
し
合
う
場

と
な
り
ま
し
た
。

グ
ル
ー
プ
発
表
で
は
、現
地
グ
ル
ー
プ
か
ら
、

会
員
減
少
や
高
齢
化
、後
継
者
が
い
な
い
こ

と
な
ど
と
い
っ
た
団
体
運
営
の
悩
み
や
、世

代
間
の
考
え
方
の
相
違
、個
人
情
報
の
扱
い

方
な
ど
の
課
題
に
つ
い
て
話
し
合
っ
た
こ
と
が

紹
介
さ
れ
、「
そ
れ
ぞ
れ
の
団
体
の
工
夫
を

知
る
こ
と
が
で
き
て
よ
か
っ
た
」「
外
部
と
の

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
ど
う
つ
く
る
か
が
今
後
の

課
題
」「
当
事
者
だ
け
の
内
向
き
の
活
動
で

は
な
く
、医
療
者
や
一
般
の
大
学
生
な
ど
、つ

な
が
り
を
広
げ
、活
動
の
幅
を
広
げ
た
い
」

な
ど
の
意
見
も
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。

オ
ン
ラ
イ
ン
グ

ル
ー
プ
か
ら
は
、

団
体
運
営
の
人

手
不
足
、後
継
者

問
題
、活
動
資

金
、就
労
支
援
な

ど
に
つ
い
て
話
し

合
っ
た
こ
と
や
、

「
新
会
員
を
増
や

す
こ
と
に
こ
だ
わ
り
す
ぎ
ず
、現
状
の
活
動

を
充
実
さ
せ
る
方
が
、結
果
的
に
会
員
増
加

や
活
動
の
活
性
化
に
つ
な
が
る
の
で
は
な
い
か

と
の
考
え
を
共
有
し
た
」と
の
発
表
が
あ
り

ま
し
た
。

全
体
討
論
で
は
、製
薬
企
業
と
ヘ
ル
ス
ケ
ア

関
連
団
体
の
協
働
に
つい
て
、製
薬
協
の
ガ
イ

ド
ラ
イ
ン
が
あ
る
こ
と
が
紹
介
さ
れ
、「
ヘ
ル

ス
ケ
ア
関
連
団
体
の
立
場
か
ら
の
ル
ー
ル
も

必
要
で
は
な
い
か
」と
の
問
題
提
起
が
あ
り
、

「
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
等
の
フ
ォ
ー
マ
ッ
ト
を

V
H
O-

ne
t
で
作
成
し
た
い
」と
の
提
案
も

あ
り
ま
し
た
。

最
後
に
、V
H
O-

ne
t
理
事
の
山
根
則
子

さ
ん（
日
本
オ
ス
ト
ミ
ー
協
会
横
浜
市
支
部
）

は「
個
人
情
報
の
扱
い
は
、組
織
運
営
に
密
に

つ
な
が
っ
て
い
る
内
容
だ
と
認
識
し
た
。大
学

生
や
若
い
世

代
と
の
つ
な

が
り
方
を
考

え
る
こ
と
や
、

当
事
者
だ
け

で
な
く
多
様

な
立
場
の
人

に
参
加
し
て

も
ら
う
こ
と

な
ど
、多
く

の
学
び
が
あ
っ

た
」と
締
め
く

く
り
ま
し
た
。

第54回
関東学習会

（
2
0
2
4
年 

9
月
23
日 

ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
開
催
）

活
動
の
原
点
に
立
ち
返
り
、課
題
と
解
決
策
を
共
有

個
人
情
報
の
扱
い
や

企
業
と
の
協
働
に
つ
い
て
も
検
討

第
44
回
東
北
学
習
会
が
、日
立
シ
ス
テ
ム
ズ

ホ
ー
ル
仙
台（
仙
台
市
青
年
文
化
セ
ン
タ
ー
）

と
オ
ン
ラ
イ
ン
の
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
形
式
で
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

今
年
度
の
東
北
学
習
会
で
は
、ヘル
ス
ケ
ア
関

連
団
体
が
何
の
た
め
に
活
動
し
、ど
の
よ
う

な
ビ
ジ
ョン
を
目
指
し
て
い
く
の
か
を
改
め
て

考
え
る
こ
と
を
テ
ー
マ
と
し
て
い
ま
す
。

当
日
は
ま
ず
、V
H
O-

ne
t
代
表
理
事
の

森
幸
子
さ
ん（（一
社
）全
国
膠
原
病
友
の
会
）

が
、「
難
病
・
障
が
い
者
・
誰
で
も
生
き
生
き

と
暮
ら
せ
る
た
め
に
〜
ヘル
ス
ケ
ア
関
連
団
体

の
目
的
と
役
割
〜
」と
題
し
て
講
演
。森
さ
ん

は
、今
ま
で
の
活
動
の

経
験
や
、ヘ
ル
ス
ケ
ア
関

連
団
体
の
目
的
や
役
割

に
つ
い
て
述
べ
、社
会
資

源
と
し
て
の
ヘ
ル
ス
ケ
ア

関
連
団
体
の
存
在
意
義

に
言
及
し
ま
し
た
。

講
演
を
受
け
た
グ
ル
ー

プ
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
で

は
、講
演
の
感
想
を
端

緒
に
、参
加
者
が
自
ら

の
活
動
を
振
り
返
り
、

ヘル
ス
ケ
ア
関
連
団
体
の

目
的
や
役
割
に
つ
い
て

意
見
交
換
を
実
施
。グ

ル
ー
プ
発
表
で
は
、情

報
入
手
・
情
報
発
信
・

ヘ
ル
ス
リ
テ
ラ
シ
ー
、教

育
へ
の
参
加
、医
療
者
や
行
政
と
の
か
か
わ

り
、団
体
運
営
と
人
材
育
成
、資
金
調
達
な

ど
多
岐
に
わ
た
る
意
見
が
紹
介
さ
れ
、「
伝

え
る
こ
と
、広
く
つ
な
が
る
こ
と
の
重
要
性
」

「
時
代
や
社
会
の
変
化
に
よ
っ
て
活
動
の
重
点

が
変
わ
り
、医
療
の
進
化
に
よ
っ
て
活
動
が

活
性
化
さ
れ
る
こ
と
も
あ
る
こ
と
」な
ど
を

共
有
し
ま
し
た
。

森
さ
ん
は「
自
分
の
活
動
を
振
り
返
り
、ま

た
地
域
や
疾
患
の
違
い
を
超
え
た
多
様
な
意

見
を
聞
く
良
い
機
会
に
な
っ
た
。さ
ま
ざ
ま

な
組
織
に
か
か
わ
って
き
た
が
、地
元
の
患
者

団
体
で
直
接
、悩
み
や
実
情
を
聞
い
て
い
る

こ
と
が
私
の
強
み
。改
め
て
つ
な
が
り
の
重
要

性
を
感
じ
た
」と
総
括
。最
後
に
、各
グ
ル
ー

プ
で
出
た
意
見
や
課
題
を
次
回
の
学
習
会
で

深
掘
り
す
る
こ
と
を
確
認
し
て
学
習
会
は

終
わ
り
ま
し
た
。参
加
者
そ
れ
ぞ
れ
が
団
体

の
原
点
や
活
動
の
経
緯
を
振
り
返
り
、団
体

が
連
携
し
て
支
え
合
い
助
け
合
う
こ
と
の
重

要
性
を
学
ぶ
場
と
な
っ
た
よ
う
で
す
。

（
2
0
2
4
年 

8
月
24
日 

ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
開
催
）

活
動
の
原
点
や
経
緯
を
振
り
返
り

改
め
て
ヘ
ル
ス
ケ
ア
関
連
団
体
の

目
的
と
役
割
を
考
え
る

第44回
東北学習会

参加団体
■あけぼの会 あけぼの埼玉
■CMT友の会
■NPO法人 PAHの会
■（一社）全国心臓病の子どもを守る会
■NPO法人 日本オスラー病患者会
■（公社）日本オストミー協会 横浜市支部

参加団体
■仙台ポリオの会
■全国膠原病友の会 岩手県支部・福島県支部
■CFS（慢性疲労症候群）支援ネットワーク
■（社福）仙台市障害者福祉協会
■福島県難病団体連絡協議会
■NPO法人 日本オスラー病患者会
■全国心臓病の子どもを守る会 岩手県支部
■宮城県心臓病の子どもを守る会
■NPO法人 日本プラダー・ウィリー症候群協会
■患者会ピンクのリボン
■乳腺患者会 プリティふらわぁ
■（一社）岩手県腎臓病の会
■しらさぎアイアイ会
■（一社）全国膠原病友の会
■（公社）日本オストミー協会 横浜市支部
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活動紹介 第63回（2024）
地域でのネットワークを広げ、情報やノウハウを共有し、活動を充実させていこうとする、各地での取り組みをレポート

http://www.vho-net.org/

一般社団法人
ヘルスケア関連団体ネットワーキングの会

情報提供、協力

第
30
回
東
海
学
習
会
が
、名
古
屋
市
の
名
古

屋
都
市
セ
ン
タ
ー
と
オ
ン
ラ
イ
ン
に
よ
る
ハ
イ

ブ
リ
ッ
ド
形
式
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。最
初

に
、「
私
た
ち
の
生
活
に 

よ
り
よ
い
法
律
を 

〜
大
麻
取
締
法
改
正
運
動
か
ら
学
ん
だ
こ

と
〜
」と
題
し
、難
治
性
疼
痛
患
者
支
援
協

会
ぐ
っ
ど
ば
い
ペ
イ
ン
の
若
園
和
朗
さ
ん
か
ら

の
講
演
が
あ
り
ま
し
た
。「
現
在
、大
麻
草
と

言
え
ば
違
法
薬
物
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
に
直
結

さ
れ
や
す
い
が
、品
種
に
よ
っ
て
異
な
る
。日

本
産
大
麻
の
成
熟
し
た
茎
は
、麻
織
物
や
し

め
縄
、合
掌
造
り
の
屋
根
下
地
な
ど
、日
本

の
祭
り
や
伝
統
文
化
を
創
る
素
材
と
し
て
古

来
か
ら
栽
培
、使
用
さ
れ
て
き
た
。同
時
に
、

医
療
用
の
痛
み
軽
減
薬
と
し
て
の
研
究
も
進

み
、大
麻
草
を
原
料
に
し
た
医
薬
品
が
難
治

性
て
ん
か
ん
や
慢
性
疼
痛
な
ど
の
治
療
薬
と

し
て
適
切
な
利
用
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。

伝
統
文
化
の
保
護
と
患
者
の
Q
O
L
向
上

の
、両
輪
で
活
動
し
て
き
た
。息
の
長
い
地
道

な
活
動
に
よ
っ
て
、『
大
麻
取
締
法
及
び
麻
薬

及
び
向
精
神
薬
取
締
法
の一部
を
改
正
す
る

法
律
』へ
と
法
改
正
に
つ
な
が
っ
て
いっ
た
」こ

と
な
ど
が
語
ら
れ
ま
し
た
。

講
演
を
受
け
て
、2
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
て
の

議
論
が
行
わ
れ
ま
し
た
。ま
と
め
の
発
表
で

は
、「
大
麻
が
こ
ん
な
に
も
文
化
的
遺
産
に
貢

献
し
て
い
る
こ
と
を
初
め
て
知
っ
た
。法
改
正

に
つ
い
て
も
知
ら
な
か
っ
た
。ね
ば
り
強
い
市

民
活
動
の
意
義
を
感
じ
る
」「
医
療
と
し
て
き

ち
ん
と
管
理
さ
れ
て
い
る
使
用
法
な
ら
、も
っ

と
活
用
さ
れ
て
い
い
と
思
う
。ま
た
、違
法
麻

薬
と
し
て
の
取
り
締
ま
り
も
同
時
に
強
化
す

べ
き
」「
情
報
を
正
し
く
知
る
こ
と
、リ
テ
ラ

シ
ー
の
大
切
さ
を
強
く
感
じ
た
講
演
と
議
論

だ
っ
た
」な
ど
の
意
見
が
挙
げ
ら
れ
ま
し
た
。

第
46
回
沖
縄
学
習
会
が
、オ
ン
ラ
イ
ン
で
開

催
さ
れ
ま
し
た
。2
0
2
4
年
度
に
取
り
組

ん
で
き
た「
共
同
意
思
決
定
に
つ
い
て
学
ぶ
」

に
基
づ
き
、「
医
療
・
福
祉
・
支
援
団
体（
患

者
会
）に
お
け
る
共
同
意
思
決
定
の
現
状
と

課
題
」を
テ
ー
マ
に
設
定
。ま
ず
、第
43
回
沖

縄
学
習
会
の
講
師
、琉
球
大
学
病
院
の
金
城

隆
展
さ
ん
の
、「
意
思
決
定
支
援
か
ら
共
同

意
思
決
定
へ
」の
レ
ジ
ュメ
を
も
と
に
、こ
れ
ま

で
の
学
習
会
の
過
程
を
振
り
返
り
ま
し
た
。

そ
の
後
2
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
て
デ
ィ
ス
カ
ッ

シ
ョンへ
。「
家
族
だ
け
で
意
思
決
定
を
し
て
い

く
の
は
難
し
い
。第
三
者
の
介
在
が
や
は
り

必
要
な
の
で
は
な
い
か
」「
共
同
意
思
決
定
の

理
念
は
わ
か
る
が
、そ
こ
に
辿
り
着
け
な
い
。

さ
ま
ざ
ま
な
ハ
ー
ド
ル
が
あ
る
」な
ど
、活
発

な
意
見
交
換
が
な
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
後
の
全
体
討
論
で
は
、「
家
族
や
関
係

者
の
中
に
キ
ー
パ
ー
ソ
ン
が
現
れ
、意
思
決
定

を
主
導
し
て
し
ま
う
ケ
ー
ス
が
あ
る
。医
師

も
そ
れ
を
望
む
傾
向
が
あ
る
。そ
れ
を
防
ぐ

た
め
に
、家
族
が
ど
う
し
た
い
の
か
語
り
合
う

機
会
が
必
要
」「
患
者
団
体
と
し
て
ど
こ
ま
で

踏
み
込
む
べ
き
か
、常
に
考
え
て
い
る
。共
同

意
思
決
定
の
場
づ
く
り
の
難
し
さ
が
あ
る
」

と
いっ
た
発
言
や
、「
共
同
意
思
決
定
と
聞
い

て
も
ピ
ン
と
こ
な
か
っ
た
が
、今
回
、皆
さ
ん
の

話
を
聞
き
、深
く
考
え
さ
せ
ら
れ
た
」な
ど
、

一
歩
前
進
し
た
意
見
も
聞
か
れ
ま
し
た
。ま

た
、「
患
者
の
状
況
、疾
患
の
違
い
な
ど
に
よ
っ

て
、患
者
団
体
に
も
そ
れ
ぞ
れ
に
葛
藤
や
疑

問
が
あ
る
こ
と
が
わ
かっ
た
」と
い
う
意
見
も
。

共
同
意
思
決
定
に
お
け
る
現
状
や
課
題
が
抽

出
さ
れ
、今
後
も
さ
ら
に
こ
の
テ
ー
マ
を
継
続

し
て
い
く
こ
と
が
大
切
だ
と
結
び
ま
し
た
。

意
思
決
定
支
援
に
つ
い
て

こ
れ
ま
で
の
学
習
会
を
振
り
返
り
、

さ
ら
に
議
論
を
重
ね
る

第46回
沖縄学習会

（
2
0
2
4
年 

12
月
1
日 

オ
ン
ラ
イ
ン
開
催
）

（
2
0
2
4
年 

10
月
5
日 

ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
開
催
）

市
民
活
動
が
法
律
を
変
え
て
い
く

法
改
正
運
動
の
取
り
組
み
か
ら
の

学
び
を
聞
き
、話
し
合
う

＊その他の地域学習会の報告は、VHO-netのウェブサイトをご覧ください

第30回
東海学習会

参加団体

■日本筋ジストロフィー協会 愛知県支部
■ポリオ友の会東海
■もやもや病の患者と家族の会（もやの会） 
　中部ブロック
■難治性疼痛患者支援協会
　ぐっどばいペイン
■愛知県脊柱靱帯骨化症患者・家族友の会
　（あおぞら会）
■長野県難病患者連絡協議会
■NPO法人 愛知県難病団体連合会

参加団体

■日本ALS協会 沖縄県支部・佐賀県支部
■全国膠原病友の会 
　沖縄県支部・高知支部
■NPO法人 沖縄県脊髄損傷者協会
■沖縄県網膜色素変性症協会
■がんの子どもを守る会 熊本支部
■認定NPO法人 アンビシャス
■（公社）やどかりの里
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さ
ま
ざ
ま
な
疾
患
の
患
者
と
医
療
に
か
か
わ
る

ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
が
集
ま
り
、

医
療
政
策
の
あ
り
方
を
考
え
る
　
　
　

2
0
2
4
年
12
月
2
日
、（
一
社
）新
時
代

戦
略
研
究
所（
I
N
E
S
）主
催
に
よ
る

「
第
1
回
患
者
・
市
民
大
集
会
」が
東
京
の

C
l
u
b 

e
X（
ク
ラ
ブ
エ
ッ
ク
ス
/
品
川

プ
リ
ン
ス
ホ
テ
ル 

ア
ネ
ッ
ク
ス
タ
ワ
ー
内
）と

オ
ン
ラ
イ
ン
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

新
時
代
戦
略
研
究
所
で
は
、患
者
・
市
民

の
声
が
明
確
に
政
策
反
映
さ
れ
る
こ
と
が

最
適
な
医
療
サ
ー
ビ
ス
の
実
現
に
つ
な
が
る

と
し
て
、『
患
者
目
線
で
革
新
的
医
療
政

策
実
現
を
目
指
す
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
』の

活
動
を
2
0
2
1
年
か
ら
行
って
い
ま
す
。

「
患
者
・
市
民
大
集
会
」は
こ
の
活
動
の一環

と
な
る
も
の
で
、患
者
・
患
者
団
体
を
中

心
に
、政
治
家
や
政
策
立
案
者
、製
薬
企

業
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
が

一堂
に
会
し
、医
療
政
策
立
案
プ
ロ
セ
ス
へ
の

患
者
・
市
民
参
画
の
必
要
性
に
つい
て
学
び
、

ま
た
患
者
団
体
が
具
体
的
な
支
援
を
得

る
機
会
と
な
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

当
日
は
、新
時
代
戦
略
研
究
所
理
事
長
の

梅
田
一
郎
さ
ん
の「
当
事
者
や
家
族
が
病
気

や
障
が
い
の
違
い
を
超
え
て
集
い
、ど
う
し

た
ら
行
政
や
社
会
に
声
を
届
け
る
こ
と
が

で
き
る
の
か
を
知
り
、歌
や
音
楽
の
力
で

元
気
に
な
っ
て
い
た
だ
き
た
い
」と
の
開
会

挨
拶
か
ら
ス
タ
ー
ト
。次
に
、「
医
療
政
策

の
決
定
プ
ロ
セ
ス
に
患
者
・
市
民
の
声
を
届

け
る
方
法
を
学
ぶ
」と
題
し
た
ト
ー
ク
セ
ッ

シ
ョ
ン
が
行
わ
れ
、西
嶋
康
浩
さ
ん（
厚
生

労
働
省 

医
政
局
医
事
課
長
）の
基
調
講

演
、参
加
者
と
の
意
見
交
換
が
繰
り
広
げ

ら
れ
ま
し
た
。

続
い
て
、患
者
・
市
民
大
集
会
開
催
を
機

に
創
設
さ
れ
た「
患
者
の
声
を
届
け
よ
う
」

支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム
へ
の
応
募
団
体
に
よ
る

活
動
計
画
の
発
表
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
は
、患
者
ア
ド

ボ
カ
シ
ー
活
動
の
ア

イ
デ
ア
や
プ
ラ
ン
は
あ

っ
て
も
、資
金
や
人

材
不
足
な
ど
の
理
由

で
実
行
で
き
な
い
団

体
を
支
援
す
る
た
め

の
助
成
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
、

応
募
10
団
体
の
う
ち

「第1回患者・市民大集会～患者・市民の声を届けよう～」開催

※新時代戦略研究所（Institute for New Era Strategy：INES） https://inesjapan.com/
　今回のイベントレポート　https://inesjapan.com/news/news20241205/

「患者の声を届けよう」支援プログラム発表者
●（一社）日本難病・疾病団体協議会
　大坪恵太さん
●NPO法人  両育わーるど/難病者の社会
　参加を考える研究会　重光喬之さん
●NPO法人 筋強直性ジストロフィー患者会
　（DM-Family）　妹尾みどりさん

か
ら
選
ば
れ
た
3
団
体
が
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー

シ
ョ
ン
を
行
い
、3
団
体
と
も
助
成
が
決
定

し
ま
し
た
。第
2
部
は
音
楽
ラ
イ
ブ
と
し
て
、

疾
患
を
経
験
し
た
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
な
ど
が

歌
や
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
披
露
。休
憩
時
間
な
ど

を
利
用
し
て
参
加
者
同
士
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー

キ
ン
グ
も
行
わ
れ
る
な
ど
、患
者
や
患
者

団
体
と
産
官
の
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
の
交
流

の
場
と
な
り
ま
し
た
。

私たちは、社会保障を中心としたさまざまな分野で政
策立案や提言を行うことを目指しています。増え続け
る社会保障費、医療従事者の偏在・不足、さらには必
要な薬がないといった問題など、医療を受ける際に医
療制度の重要性や課題に気づくことがあり、だからこ
そ、医療を受ける患者や市民の声を医療制度に反映さ
せることが重要であると考えているのです。
今回のイベントは、患者や患者団体の皆さんを中心に、
あらゆるステークホルダーが集まり、医療政策立案
プロセスへの患者・市民参画の重要性を学ぶとともに、
患者団体に具体的な支援機会を提供することを目的
として開催しました。加えて音楽を融合することで一般
の方にも参加してもらい、病気や医療制度の課題を自
分事として考える機会となってほしいと考えています。
「政策に働きかけたいがその方法がわからない、余裕
がない」という患者団体の皆さんを支援し、それぞれ
の思いや活動、点と点をつなげて、積極的に行政や
社会に声を届けていきたいと思っています。来年から
もさらにバージョンアップした形で開催したいと考え
ていますので期待してください。

点と点をつなぎ社会に働きかける場に
（一社）新時代戦略研究所 代表　朝井 淳太 さん

「患者の声を届けよう」支援プログラムでは発表した3団体の助成が決定しました

イベント開催に尽力された
朝井さん（左）と梅田さん（右）
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P
P
I
参
加
へ
の
糸
口
は

皆
が
共
通
言
語
を

共
有
す
る
環
境
づ
く
り

私
は
製
薬
会
社
に
30
年
間
在
籍
し
、治
験

や
臨
床
開
発
、品
質
保
証
の
業
務
に
も
長

く
携
わ
り
ま
し
た
。2
0
2
0
年
に
東
京

大
学
大
学
院
薬
学
系
研
究
科
に
移
り
、欧

米
で
の
P
P
I
への
活
発
な
取
り
組
み
を
知

り
、J
i
4
p
e
の
立
ち
上
げ
に
も
参
加
。

そ
の
重
要
性
を
改
め
て
認
識
し
、P
P
I

推
進
の
活
動
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

日
本
は
国
民
皆
保
険
制
度
が
あ
り
、誰
も

が
医
療
サ
ー
ビ
ス
を
普
通
に
受
け
ら
れ
や

す
い
環
境
で
す
。し
か
し
、そ
の
た
め
に

サ
ー
ビ
ス
の
偏
り
や
、サ
ー
ビ
ス
を
つ
く
る

段
階
に
、国
民
が
う
ま
く
か
か
わ
れ
て
い

な
い
と
い
う
こ
と
が
見
え
て
き
ま
し
た
。

で
は
、一緒
に
話
し
合
い
ま
し
ょ
う
、と
な
れ

ば
い
い
の
で
す
が
、そ
の
時
に
支
障
と
な
る

の
が
、医
療
者
や
製
薬
会
社
側
と
患
者
・

市
民
が
、治
験
や
製
薬
に
関
し
て
の
共
通

言
語
を
共
有
で
き
る
環
境
が
整
っ
て
い

な
い
と
い
う
こ
と
で
す
。治
験
の
用
語
や

概
要
、薬
や
治
療
法
の
名
称
を
言
っ
て
も

理
解
で
き
な
い
の
で
す
。当
然
で
す
よ
ね
、

患
者
・
市
民
は
学
ん
で
い
な
い
の
で
す
か
ら
。

P
P
I
の
概
念
は
わ
か
る
が
、実
践
と
な

る
と
、そ
れ
が
大
き
な
ハ
ー
ド
ル
に
な
っ
て
い

る
。共
通
言
語
を
獲
得
し
、問
題
を
共
有

で
き
る
環
境
を
つ
く
っ
て
い
く
こ
と
が
ま
ず

先
決
だ
と
感
じ
ま
し
た
。

さ
ま
ざ
ま
な
立
場
や

意
見
の
違
う
人
が
集
う
場
に

参
加
す
る
こ
と
が
大
切

J
i
4
p
e
で
は
体
系
的
な
人
材
育
成
を

目
指
し
、A
B
C
D
E
の
5
つ
の
学
習
コ
ー

ス
を
設
け
て
い
ま
す
。そ
の
中
で
A
コ
ー
ス

は
患
者
・
市
民
の
た
め
の
人
材
育
成
コ
ー
ス

で
、創
薬
か
ら
処
方
ま
で
の
過
程
や
共
通

言
語
を
習
得
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。企

業
や
専
門
家
の
人
も
A
コ
ー
ス
を
学
ぶ
と
、

ご
自
身
が
普
段
言
っ
て
い
る
こ
と
と
市
民
の

意
識
と
の
ギ
ャ
ッ
プ
に
つ
い
て
も
学
べ
る
と

思
い
ま
す
。ま
た
、若
い
世
代
や
子
ど
も
に

も
興
味
を
も
っ
て
も
ら
う
た
め
に
、マ
ン
ガ

で
の
ツ
ー
ル
も
あ
り
ま
す
。P
P
I
へ
の
取
っ

掛
か
り
と
し
て
、そ
う
い
う
も
の
を
利
活

用
す
る
の
も
い
い
と
思
い
ま
す
。

P
P
I
を
浸
透
さ
せ
る
た
め
に
、国
民
皆

保
険
制
度
と
い
う
背
景
を
ふ
ま
え
た
う
え

で
、日
本
独
自
の
環
境
づ
く
り
と
し
て
、薬

は
ど
の
よ
う
に
つ
く
ら
れ
、ど
う
す
れ
ば

よ
り
良
い
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
ら
れ
る
の
か
。

共
通
言
語
を
含
め
、そ
う
い
う
こ
と
を
国

民
の「
た
し
な
み
」と
し
て
若
い
世
代
か
ら

身
に
つ
け
る
こ
と
が
大
切
だ
と
感
じ
て
い
ま

す
。長
生
き
す
る
時
代
に
な
り
、今
日
は

患
者
で
は
な
い
け
れ
ど
、明
日
は
患
者
か

も
し
れ
な
い
。立
場
が
変
わ
り
必
要
性
が

生
じ
た
と
き
、基
本
的
な
知
識
の
あ
る
・

な
し
で
は
大
き
な
違
い
が
あ
り
ま
す
。

患
者
・
市
民
側
だ
け
で
な
く
、医
療
従
事

者
も
P
P
I
の
活
動
に
ど
う
か
か
わ
れ
ば

よ
い
の
か
わ
か
ら
な
い
と
い
う
話
を
聞
き
ま

す
。医
療
の
枠
に
と
ら
わ
れ
ず
、患
者
団

体
の
方
々
や
企
業
な
ど
、違
う
立
場
の
人

と
意
見
交
換
で
き
る
機
会
を
も
つ
こ
と
が

大
事
で
、シ
ー
ズ（
も
っ
て
い
る
も
の
）と
ニ
ー

ズ（
求
め
ら
れ
て
い
る
も
の
）を
つ
な
ぐ
き
っ

か
け
に
も
な
り
ま
す
。J
i
4p
e
の
活
動

で
も
、普
段
は
か
か
わ
り
が
も
て
な
い
組
織

や
個
人
と
話
す
場
な
ど
の
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー

ム
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。さ
ま
ざ

ま
な
知
見
や
体
験
を
知
る
機
会
を
も
っ
と

増
や
し
て
い
く
。そ
れ
ら
が
好
循
環
で
、共

通
言
語
を
基
本
的
な
た
し
な
み
と
し
て
備

え
た
人
た
ち
が
増
え
て
い
く
。そ
れ
が
、

P
P
I
の
機
運
を
高
め
る
突
破
口
に
な
る

の
で
は
と
考
え
て
い
ま
す
。

患者・市民の「たしなみ」となる　
ような共通言語を身につけ
PPI推進につなげていこう

筒泉 直樹（つつみ なおき） さん プロフィール
1964年大阪生まれ、京都在住。外資系製薬会社にて30年に
わたり医薬品の開発に従事。東京大学大学院薬学系研究科、国
立精神・神経医療研究センターを経て、現職。
（一社）医療開発基盤研究所 理事、（一社）日本ＱＡ研究会 理事、
（一財）臨床試験支援財団 評議員、ACRP米国本部フェロー。
趣味は、音楽（ヴァイオリン他）、スキー、スキューバダイビングなど。

第6回

医学研究・臨床試験を身近に捉え、医療への関心を高める取り
組みとして注目される患者・市民参画「PPI（Patient and Public 
Involvement）」。今回は、長く製薬会社に勤務し、現在は大学での
研究やJi4peでも活動する筒泉直樹さんに、PPIを推進していく
ためのお話を伺いました。

PPIの学びの場
●体系的な人材育成（PEエキスパート学習コース）
●楽しく学べる子供たちのための社会学習コース
　（Webで自由研究。医療のマンガ辞典）
（一社）医療開発基盤研究所（Ji4pe.tokyo）　　   
 http://ji4pe.tokyo/

知る・学ぶ・実践する PPI

 広島大学病院 特命教授
大阪大学医学部附属病院 特任准教授
（一社）メドグラティアム 代表理事

筒泉 直樹 さん
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ファイ ザ ー プ ロ グ ラ ム
Report the

心とからだのヘルスケアに関する市民活動・市民研究支援

N
P
O
法
人

e
ワ
ー
ク
愛
媛
（
イ
ー
ワ
ー
ク
え
ひ
め
）

ファイザープログラムの助成を受け活動した団体、その後をレポートします。

近年、「フードバンク」という言葉が市民権を得て、
全国で展開されています。生活困窮者支援ととも
に、未利用の食料を、必要としている団体や個人
に活用してもらうＳＤＧｓの観点にも立った社会
活動です。形態や食料配布のシステムはさまざま
ですが、eワーク愛媛では、独自のスタイルでの
「コミュニティパントリー事業」を展開。その活動を
広げるために、ファイザープログラムから受けた
助成金を、実践活動はもちろんのこと、アンケート
やヒアリングなどを通しての調査・研究、論文発
表などに活用しています。eワーク愛媛 理事長の
難波江任さんにお話を伺いました。

e
ワ
ー
ク
愛
媛
は
2
0
0
3
年
に
、ニ
ー

ト
や
ひ
き
こ
も
り
の
人
た
ち
の
自
立
支

援
を
目
的
と
し
て
設
立
し
ま
し
た
。利

用
者
へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
で
、バッ
ク
グ
ラ
ウ
ン

ド
を
調
査
す
る
と
、貧
困
の
問
題
を
抱

え
て
い
る
人
が
約
4
割
と
い
う
結
果
が
出

ま
し
た
。そ
う
い
う
方
た
ち
の
側
面
支
援

と
し
て
2
0
1
2
年
、フ
ー
ド
バ
ン
ク
事

業
に
着
手
し
ま
し
た
。

日
本
国
内
で
1
年
間
に
発
生
す
る
食
品

ロ
ス（
食
べ
る
こ
と
が
で
き
る
に
も
か
か
わ

ら
ず
廃
棄
さ
れ
て
い
る
食
料
）は
4
7
2

万
ト
ン
あ
り
ま
す
。そ
の
内
分
け
で
は
、

食
品
事
業
者
と
家
庭
か
ら
の
発
生
量
は

同
等
の
2
3
6
万
ト
ン
と
な
っ
て
い
ま
す

（
右
下
の
グ
ラ
フ
参
照
）。私
た
ち
が
行
って

に
来
れ
ば
、無
料
で
食
品
を
受
け
取
る
こ

と
が
で
き
る
。ス
タ
ッ
フ
が
対
応
し
、相
談

ご
と
や
近
況
報
告
な
ど
で
の
コ
ミ
ュニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
、見
守
り
機
能
な
ど
も
兼
ね
て

い
ま
す
。
利
用
者
は
登
録
制
で
、社
会
福

祉
協
議
会
や
生
活
困
窮
者
支
援
団
体
、

フ
ー
ド
バ
ン
ク
が

求
め
ら
れ
て
い
る
、

社
会
的
な
背
景
に
つ
い
て

教
え
て
く
だ
さ
い

フ
ァ
イ
ザ
ー
プ
ロ
グ
ラ
ム
に

申
請
し
た
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
、

コ
ミ
ュニ
テ
ィ
パ
ン
ト
リ
ー

事
業
に
つ
い
て

教
え
て
く
だ
さ
い

NPO法人 eワーク愛媛
理事長

難波江 任（なばえ つとむ）さん

コ
ミ
ュニ
ティ
パ
ン
ト
リ
ー
を
増
や
し

地
域
に
根
ざ
し
た

生
活
困
窮
者
の
支
援
を
行
う

eワーク愛媛内のコミュニティパントリー。米や餅、缶詰、レトルト食品、
菓子類、農家から寄付された根菜類などがストックされている

い
る
フ
ー
ド
バ
ン
ク
事
業（
え
ひ
め
フ
ー
ド

バ
ン
ク
愛
顔
）は
、
食
品
関
連
事
業
者
や

一
般
企
業
、自
治
体
と
連
携
し
、安
全
性

や
品
質
に
問
題
が
な
く
、ま
だ
食
べ
ら
れ

る
の
に
廃
棄
さ
れ
て
い
る
食
料
の
寄
付
を

受
け
、こ
ど
も
食
堂
や
社
会
的
養
護
の
関

連
施
設
な
ど
に
無
償
配
布
し
活
用
し
て

も
ら
う
社
会
活
動
で
す
。

フ
ー
ド
バ
ン
ク
事
業
が
食
品
関
連
事
業
と

支
援
施
設
の
橋
渡
し
を
す
る
の
に
対
し
、

コ
ミ
ュニ
テ
ィ
パ
ン
ト
リ
ー
事
業
は
、地
域
に

根
ざ
し
た「
対
個
人
」の
支
援
で
す
。寄
付

さ
れ
た
食
品
の
保
管
場
所（
パ
ン
ト
リ
ー
）

え
が
お

食品ロス量
472万トン

食品卸売業
10（2％） 食品小売業

49（10％）

食品製造業
117（25％）

外食産業
60（13％）

事業系食品ロス

236

（50％）

家庭系食品ロス

236

（50％）

単位：万トン

　※農林水産省ホームページをもとに作成

NPO法人 eワーク愛媛発行
『フードドライブ実施マニュアル』より
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Pfizer Program
ファイザープログラムは、ヘルスケアの視点を重視したより良い社会への寄与を目的として、心とからだのヘルスケアの分野で
活躍が期待される市民活動・市民研究を応援する助成プログラムです。2000年に創立されて以来、疾病や障がいを抱える方を
はじめ、生活困窮者や公的制度の狭間で支援を必要とする人など、従来のヘルスケアの枠では捉えられないような対象者を支援
し、また、多くの助成プログラムでは対象とならない人件費や家賃・光熱費等をカバーするなど特色のある取り組みを続けています。
今回は、2021年度と2017年度に選ばれ、その後3年にわたって助成を受けてきた2つのプロジェクトをご紹介します。

※継続助成募集は2023年度で終了

行
政
の
生
活
保
護
担
当
課
な
ど
か
ら
紹

介
さ
れ
た
人
た
ち
で
す
。食
品
ご
と
に
金

額
を
設
定
し
、ポ
イ
ン
ト
カ
ー
ド
方
式
で

世
帯
当
た
り
の
持
ち
帰
り
金
額
が
わ
か

り
、目
安
と
し
て
月
に
6
0
0
0
円
を
上

限
に
、利
用
者
の
公
平
性
を
担
保
し
て
い

ま
す
。仕
事
が
決
ま
る
な
ど
生
活
が
改
善

し
た
人
は
、「
も
う
、い
い
で
す
ね
」と
な
り
、

利
用
か
ら
離
れ
ま
す
。こ
の
よ
う
な
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
パ
ン
ト
リ
ー
の
数
を
増
や
す
た
め
の

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
、2
0
2
1
年
度
の
フ
ァ

イ
ザ
ー
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
申
請
し
ま
し
た
。

フ
ァ
イ
ザ
ー
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、実
践
的
な
活

動
支
援
は
も
ち
ろ
ん
、市
民
研
究
に
も

助
成
金
が
使
え
る
と
い
う
点
に
着
目
し

て
い
ま
し
た
。私
た
ち
は
、生
活
困
窮
者

の
背
景
や
実
態
、他
府
県
の
フ
ー
ド
バ
ン

ク
事
情
な
ど
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
や
研
究

を
行
い
、そ
れ
ら
を
デ
ー
タ
化
し
、論
文

と
し
て
学
会
に
発
表
し
た
り
、国
や
行
政

へ
の
提
言
に
つ
な
げ
る
活
動
も
行
っ
て
い
ま

す
。調
査
費
や
事
務
所
経
費
、印
刷
代

な
ど
に
も
使
え
、市
民
に
よ
る
調
査
・
研

究
を
推
進
し
て
く
れ
て
い
る
こ
と
、ま
た
、

3
年
間
の
継
続
支
援
※
が
あ
る
こ
と
も

大
き
な
メ
リ
ッ
ト
で
し
た
。

1
年
目
で
は
、県
内
の
フ
ー
ド
バ
ン
ク
団
体

や
こ
ど
も
食
堂
と
の
連
携
を
深
め
、コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
パ
ン
ト
リ
ー
の
件
数
を
増
や
す
と
と

も
に
、認
知
度
を
高
め
る
活
動
を
展
開
。

農
林
水
産
省
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
、今
後
の

食
品
ア
ク
セ
ス
の
事
例
集
な
ど
に
も
、コ

ミ
ュニ
テ
ィ
パ
ン
ト
リ
ー
の
名
称
で
掲
載
さ

れ
、国
に
そ
の
存
在
を
認
め
て
も
ら
っ
た
こ

と
が
大
き
な
成
果
で
し
た
。

2
、3
年
目
は
、1
年
目
の
活
動
か
ら
見

え
て
き
た
課
題
を
も
と
に
、利
用
者
の
ア

ン
ケ
ー
ト
や
ヒ
ア
リ
ン
グ
を
実
施
。ま
た
、

県
外
に
も
目
を
向
け
、中
国
・
四
国
地
方

な
ど
を
視
察
し
、兵
庫
県
、岡
山
県
、広

島
県
に
コ
ミ
ュニ
テ
ィ
パ
ン
ト
リ
ー
が
誕
生

し
ま
し
た
。

3
年
目
で
特
に
注
力
し
た
の
が
、フ
ー
ド

ド
ラ
イ
ブ
の
活
動
で
す
。フ
ー
ド
ド
ラ
イ
ブ

と
は
、家
庭
で
余
っ
て
い
る
食
品
を
寄
付
し

て
も
ら
う
シ
ス
テ
ム
で
、県
内
の
ス
ー
パ
ー

マ
ー
ケ
ッ
ト
や
銀
行
、温
泉
施
設
、学
習
塾

や
予
備
校
な
ど
、オ
ー
プ
ン
な
施
設
に
ボ
ッ

ク
ス
を
設
置
し
、だ
れ
で
も
自
由
に
持
ち

込
め
ま
す
。そ
れ
を
回
収
し
、コ
ミ
ュニ
テ
ィ

パ
ン
ト
リ
ー
や
こ
ど
も
食
堂
が
活
用
す
る

と
い
う
も
の
で
す
。愛
媛
県
下
で
は
e
ワ
ー

ク
愛
媛
な
ど
の
食
料
支
援
団
体
を
は
じ
め
、

コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
が
独
自
に
展
開

し
て
い
る
も
の
を
含
め
る
と
1
8
2
ヶ
所

（
2
0
2
5
年
1
月
現
在
）あ
り
、来
年
度

中
に
2
0
0
ヶ
所
に
す
る
目
標
を
掲
げ
て

い
ま
す
。こ
の
フ
ー
ド
ド
ラ
イ
ブ
の
実
施

マ
ニ
ュ
ア
ル
の
冊
子
も
フ
ァ
イ
ザ
ー
プ
ロ
グ

ラ
ム
の
助
成
金
で
作
成
し
、各
所
に
配
布

し
て
い
ま
す
。

コ
ミ
ュニ
テ
ィ
パ
ン
ト
リ
ー
は
、県
内
に
5
ヶ

所
、設
け
ら
れ
て
い
ま
す
が（
2
0
2
5
年

1
月
現
在
）、も
っ
と
増
や
し
て
い
く
こ
と

が
第
一で
す
。韓
国
で
は
フ
ー
ド
マ
ー
ケ
ッ

ト
と
い
う
名
称
で
、国
の
支
援
事
業
に
な
っ

て
い
ま
す
。生
活
保
護
を
受
け
る
人
た
ち

が
ポ
イ
ン
ト
制
で
、無
料
で
買
い
物
が
で

き
る
シ
ス
テ
ム
で
す
。日
本
で
は
生
活
保

護
申
請
か
ら
決
定
ま
で
2
週
間
く
ら
い
の

期
間
が
か
か
り
ま
す
。そ
の
間
の
食
料
支

援
を
し
て
ほ
し
い
と
コ
ミ
ュニ
テ
ィ
パ
ン
ト

リ
ー
に
行
政
か
ら
依
頼
が
来
て
い
ま
す
。

事
業
と
し
て
国
や
行
政
が
か
か
わ
り
、推

進
す
る
シ
ス
テ
ム
が
で
き
れ
ば
い
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。

同
時
に
、調
査
研
究
で
は
、農
林
水
産
省

や
消
費
者
庁
、行
政
への
働
き
か
け
、学
会

で
の
論
文
発
表
、共
著
で
の
書
籍
の
発
行

な
ど
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。実
践
と
の

2
本
柱
で
今
後
も
注
力
し
て
い
き
た
い
。コ

ロ
ナ
禍
以
降
、コ
ミ
ュニ
テ
ィ
パ
ン
ト
リ
ー
の

利
用
者
が
増
加
し
ま
し
た
。生
活
困
窮
者

が
増
え
て
い
る
と
い
う
、社
会
的
な
問
題

が
あ
り
ま
す
。そ
の
よ
う
な
中
で
、いつ
行
っ

て
も
食
料
に
ア
ク
セ
ス
で
き
る
シ
ス
テ
ム
が
、

各
所
に
あ
る
。そ
の
理
想
の
も
と
、活
動

を
継
続
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

今
後
の
展
望
に
つ
い
て

教
え
て
く
だ
さ
い

フ
ァ
イ
ザ
ー
プ
ロ
グ
ラ
ム
に

よ
っ
て
実
現
で
き
た
こ
と
や
、

よ
か
っ
た
点
を

教
え
て
く
だ
さ
い

■2003年12月　任意団体設立
　求職弱者の就労支援事業、自立支援、相談支援等を行う
■2005年11月　NPO法人 eワーク愛媛
■2012年　フードバンク事業開始
■2021年　ファイザープログラム新規助成に応募し選定される
プロジェクト名と助成額
●2021年度（1年目）「コミュニティパントリー活動を広げる
　ためのフードバンク活動連携プロジェクト」助成額266万円
●2022年度（2年目）「コミュニティパントリー活動を広げる
　ためのフードバンク活動連携事業」助成額180万円
●2023年度（3年目）「コミュニティパントリー活動を広げる
　ためのフードバンク活動連携事業」助成額166万円

NPO法人 eワーク愛媛

https://eworkehime.kojyuro.com

スーパーマーケットに設置されたフードドライブのボックス。
家庭で食べきることができない食料を寄付してもらう活動
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N
P
O
法
人

ファイ ザ ー プ ロ グ ラ ム
Report the

心とからだのヘルスケアに関する市民活動・市民研究支援

ファイザープログラムの助成を受け活動した団体、その後をレポートします。

「World Open Heart」は、2008年より犯罪
加害者の家族支援に取り組んできた団体です。
2017年度から3年間ファイザープログラムの
助成を受けて、関西の団体と連携して加害者家
族の相談ホットラインを開設。当事者が集う場づ
くりや、社会の認知度向上を目指してシンポジウ
ムの開催や書籍の発行に取り組み、加害者家族
の子育て支援や就労支援に尽力しました。助成
終了後も全国の加害者家族支援に取り組むと
ともに、その必要性が社会的に認知されるよう
活動しています。

当
団
体
は
、2
0
0
8
年
に
犯
罪
加
害
者

家
族
支
援
を
目
的
と
し
て
、当
時
在
学
中

だ
っ
た
東
北
大
学
大
学
院
法
学
研
究
科
の

仲
間
た
ち
と
設
立
し
た
団
体
で
す
。も
と

も
と
私
は
被
害
者
支
援
に
興
味
が
あ
っ
た

の
で
す
が
、2
0
0
4
年
に
犯
罪
被
害
者

等
基
本
法
が
成
立
し
、2
0
0
9
年
か
ら

は
裁
判
員
制
度
が
施
行
さ
れ
る
中
で
、加

害
者
家
族
は
法
的
地
位
も
な
く
、該
当

す
る
支
援
制
度
や
民
間
の
サ
ポ
ー
ト
も
な

い
こ
と
か
ら
、支
援
が
必
要
だ
と
考
え
た

の
で
す
。設
立
以
来
、加
害
者
家
族
支
援

を
通
じ
て
、家
族
の
自
殺
防
止
や
加
害
者

の
再
犯
防
止
、生
活
困
窮
化
の
防
止
、犯

罪
に
伴
い
家
族
が
社
会
的
に
被
る
不
利
益

の
世
代
を
ま
た
ぐ
連
鎖
の
断
絶
、加
害
者

家
族
の
就
労
の
継
続
、子
ど
も
た
ち
が
学

校
に
通
い
続
け
ら
れ
る
こ
と
な
ど
を
目
指

し
て
活
動
し
て
い
ま
す
。年
間
3
0
0
〜

5
0
0
件
程
度
の
相
談
が
あ
り
、今
ま
で

に
3
0
0
0
件
以
上
の
さ
ま
ざ
ま
な
状
況

に
あ
る
家
族
を
支
援
し
て
き
ま
し
た
。事

務
所
は
仙
台
市
に
あ
り
ま
す
が
、全
国
か

ら
相
談
が
寄
せ
ら
れ
て
お
り
、活
動
も
全

国
的
に
展
開
し
て
い
ま
す
。

フ
ァ
イ
ザ
ー
プ
ロ
グ
ラ
ムへ
の
応
募
の
き
っ
か

け
は
、「
中
堅
世
代
へ
の
支
援
」と
い
う
視

点
で
し
た
。活
動
の
中
で
、こ
の
世
代
は
非

正
規
雇
用
な
ど
経
済
的
基
盤
が
弱
い
人
が

多
い
こ
と
か
ら
、加
害
者
家
族
も
時
間
的
、

経
済
的
な
余
裕
が
な
く
、S
O
S
を
上
げ

ら
れ
な
い
ケ
ー
ス
が
多
い
の
で
は
な
い
か
と

考
え
た
の
で
す
。そ
こ
で
、連
携
し
て
活
動

し
て
き
た
N
P
O
法
人
ス
キ
マ
サ
ポ
ー
ト

セ
ン
タ
ー（
大
阪
市
）と
と
も
に「
中
堅
世

代
の
加
害
者
家
族
の
支
援
モ
デ
ル
の
構
築
」

を
テ
ー
マ
と
し
て
応
募
し
ま
し
た
。

助
成
1
年
目
は
、ス
キ
マ
サ
ポ
ー
ト
セ
ン

タ
ー
と
協
力
し
、全
国
の
加
害
者
家
族
か

ら
の
電
話
相
談
、加
害
者
家
族
の
会
お
よ

活
動
の
概
要
や

助
成
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
つ
い
て

教
え
て
く
だ
さ
い

フ
ァ
イ
ザ
ー
プ
ロ
グ
ラ
ム
に

よ
る
成
果
や
、よ
か
っ
た
点
を

教
え
て
く
だ
さ
い

NPO法人 World Open Heart 
理事長

阿部 恭子 さん

誰
に
で
も
可
能
性
は
あ
る
問
題
と
し
て

加
害
者
家
族
支
援
の
必
要
性
へ
の

理
解
を
広
め
た
い

助成を得て全国的な活動が可能に

W
o
rld
 O
p
en
 H
e
art
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Pfizer Program

び
個
別
相
談
会
の
開
催
に
取
り
組
み
、助

成
2
年
目
は
、新
規
相
談
の
増
加
、認
知

度
の
向
上
、家
族
の
会
へ
の
参
加
者
の
定

着
な
ど
に
注
力
し
ま
し
た
。助
成
3
年
目

は
、2
年
間
の
活
動
を
通
じ
て
明
ら
か
に

な
っ
た「
加
害
者
家
族
の
子
ど
も
た
ち
の
ケ

ア
」と「
高
齢
犯
罪
者
家
族
の
ケ
ア
」の
問

題
に
取
り
組
み
ま
し
た
。成
果
と
し
て
は
、

中
堅
世
代
の
ニ
ー
ズ
が
可
視
化
さ
れ
た
こ

と
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。や
は
り
こ
の
世
代

に
は
、支
援
を
求
め
た
く
て
も
求
め
ら
れ

な
い
、生
活
保
護
な
ど
公
的
な
支
援
に
た

ど
り
着
け
な
い
家
族
が
多
い
こ
と
も
わ
か

り
ま
し
た
。ま
た
、全
国
の
加
害
者
家
族

を
支
援
し
た
り
、各
地
で
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

を
開
い
た
り
、全
国
的
な
規
模
で
活
動
を

展
開
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。フ
ァ
イ

ザ
ー
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
助
成
金
の
使
い
方
の
自

由
度
が
高
く
、た
と
え
ば
、事
件
発
生
直

後
に
加
害
者
家
族
の
も
と
に
駆
け
つ
け
る

際
の
交
通
費
が
認
め
ら
れ
た
こ
と
は
と
て

も
助
か
り
ま
し
た
。ス
キ
マ
サ
ポ
ー
ト
セ
ン

タ
ー
で
は
事
務
経
費
に
助
成
金
を
利
用
し

て
関
西
で
の
活
動
基
盤
を
整
え
る
こ
と
が

で
き
、加
害
者
家
族
支
援
の
活
動
を
全
国

に
広
げ
ら
れ
た
と
い
う
と
こ
ろ
で
フ
ァ
イ

ザ
ー
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
と
て
も
役
立
っ
た
と
思

い
ま
す
。

加
害
者
家
族
と
い
う
存
在
が
徐
々
に
可
視

化
さ
れ
て
き
た
と
感
じ
て
い
ま
す
。ド
ラ
マ

や
映
画
で
も
加
害
者
家
族
が
扱
わ
れ
る
こ

と
が
増
え
て
き
ま
し
た
し
、プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

の
成
果
物
の一つ
で
あ
る
私
の
著
書『
家
族

と
い
う
呪
い 
加
害
者
と
暮
ら
し
続
け
る

と
い
う
こ
と
』（
幻
冬
舎
）も
多
く
の
方
に

読
ん
で
い
た
だ
き
、現
在
、マ
ン
ガ
化
も
進

ん
で
い
ま
す
。

行
政
に
は
守
秘
義
務
が
あ
り
、加
害
者
家

族
も
生
活
保
護
な
ど
の
制
度
を
安
心
し

て
使
え
る
と
い
う
認
識
が
広
ま
り
、中
堅

世
代
に
関
し
て
社
会
的
孤
立
は
緩
和
さ

れ
て
き
て
い
る
と
思
い
ま
す
。仲
間
と
始

め
た
頃
は
、海
の
も
の
と
も
山
の
も
の
と

も
つ
か
な
い
活
動
で
し
た
が
、協
力
や
支

援
も
増
え
て
あ
り
が
た
く
感
じ
て
い
ま
す
。

そ
の一方
で
、日
本
の
加
害
者
家
族
支
援
は

未
だ
十
分
と
は
言
え
ま
せ
ん
。報
道
に
つ

い
て
も
、事
件
の
背
景
に
あ
る
非
正
規
雇

用
や
世
代
間
格
差
、地
域
格
差
の
問
題
や
、

女
性
差
別
的
な
思
想
な
ど
が
か
か
わ
っ
て

い
る
こ
と
も
多
い
の
に
、問
題
に
言
及
し
な

い
こ
と
が
多
い
の
が
現
状
で
す
。今
も
、全

国
に
協
力
者
は
い
る
の
で
す
が
、表
立
っ
て

は
協
力
し
に
く
い
と
い
う
人
も
少
な
く
な

く
、民
間
で
加
害
者
家
族
支
援
を
標
榜

し
て
い
る
の
は
私
た
ち
2
団
体
と
い
う
の

が
現
状
で
す
。

行
政
な
ど
と
も
っ
と
幅
広
く
連
携
す
る
た

め
に
、加
害
者
家
族
だ
け
で
な
く
、被
害

者
家
族
、目
撃
者
、冤
罪
な
ど
も
含
め
て

犯
罪
で
傷
つ
い
た
人
を
包
括
的
に
支
援
す

る
窓
口
を
つ
く
り
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

誰
に
も
起
こ
り
う
る
問
題
だ
と
い
う
当
事

者
意
識
を
広
め
る
た
め
に
、マ
ン
ガ
な
ど
読

み
や
す
い
ツ
ー
ル
を
活
用
し
、子
ど
も
用
の

教
材
作
成
に
も
取
り
組
み
た
い
と
思
っ
て

い
ま
す
。個
人
的
に
も
事
件
の
背
景
に
迫

る
記
事
な
ど
執
筆
活
動
に
も
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。

加
害
者
家
族
と
い
う
と
凶
悪
事
件
な
ど
の

イ
メ
ー
ジ
が
強
い
か
と
思
い
ま
す
が
、誰
で

も
失
敗
や
過
ち
を
犯
す
こ
と
は
あ
り
得

ま
す
し
、交
通
事
故
や
、認
知
症
の
高
齢

者
の
住
居
侵
入
や
万
引
き
、さ
ら
に
冤
罪

事
件
な
ど
、ど
ん
な
人
で
も
加
害
者
や
加

害
者
家
族
の
立
場
に
な
る
可
能
性
は
あ

り
ま
す
。ご
く
普
通
に
生
活
し
て
い
た
の

に
、突
然
、家
族
が
逮
捕
さ
れ
、加
害
者

家
族
と
な
り
、連
帯
し
て
責
任
を
負
う
べ

き
だ
と
い
う
声
や
圧
力
に
追
い
詰
め
ら
れ

て
い
く
の
で
す
。し
か
も
最
近
は
、加
害
者

に
対
す
る
強
い
意
見
が
集
中
し
て
ネ
ッ
ト

で
炎
上
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

し
か
し
、一
人
ひ
と
り
と
対
話
を
し
て
い
け

ば
、加
害
者
家
族
へ
の
支
援
が
必
要
だ
と

わ
か
っ
て
く
れ
る
人
は
多
い
と
思
い
ま
す
。

加
害
者
家
族
の
皆
さ
ん
に
も
、き
っ
と
味

方
が
い
る
は
ず
だ
か
ら
諦
め
な
い
で
ほ
し
い

と
伝
え
た
い
。理
解
し
よ
う
と
し
て
く
れ

る
人
た
ち
と
つ
な
が
っ
て
、一
人
で
も
協
力

者
を
得
る
よ
う
に
活
動
し
て
い
き
ま
し
ょ

う
と
伝
え
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

助
成
終
了
後
の
変
化
や

課
題
に
つ
い
て

聞
か
せ
て
く
だ
さ
い

今
後
に
向
け
て
、

ど
の
よ
う
な
展
望
が

あ
り
ま
す
か

2008年任意団体として設立。2011年法人格取得。家族
の逮捕に困惑する加害者家族に寄り添い、必要な情報や
助言を伝えるほか、家族の集いやシンポジウムの開催など
幅広い活動に取り組む。
プロジェクト名と助成額
●2017年度（1年目）「中堅世代の加害者家族の支援モデル
　　　　　　　　　   の構築」助成額300万円
●2018年度（2年目）「中堅世代の加害者家族の支援モデル
　　　　　　　　　   の構築」助成額250万円
●2019年度（3年目）「中堅世代の加害者家族の支援モデル
　　　　　　　　　   の構築」助成額266万円

NPO法人 World Open Heart

https://worldopenheart.com/

ファイザープログラムの助成期間中に出版された阿部さんの編著書
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患者の力患者の力

病
気
と
健
康
に
お
け
る

ス
ピ
リ
チ
ュア
リ
ティ

筆  者

慶應義塾大学 名誉教授

加藤 眞三 さん

は
じ
め
に

　

米
国
の
医
療
に
お
い
て
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
リ
テ
ィ
へ
の
配
慮

が
重
要
で
あ
る
と
の
認
識
が
高
ま
って
き
て
い
ま
す
。特
に

重
篤
な
病
気
を
も
つ
患
者
に
対
す
る
ス
ピ
リ
チ
ュア
リ
テ
ィ

へ
の
関
心
が
高
ま
っ
て
き
て
い
る
よ
う
で
す
。そ
し
て
、生

活
習
慣
病
や
慢
性
病（
腎
疾
患
や
パ
ー
キ
ン
ソ
ン
病
、

A
L
S
な
ど
）の
患
者
さ
ん
に
対
し
て
も
ス
ピ
リ
チ
ュア
リ

テ
イ
へ
の
配
慮
を
す
る
こ
と
の
重
要
性
が
議
論
さ
れ
は
じ

め
て
い
る
こ
と
を
紹
介
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
リ
テ
ィ
と
医
療
に

関
す
る
研
究
の
始
ま
り

　
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
リ
テ
ィ
を
日
本
語
に
翻
訳
す
る
こ
と
は

難
し
い
の
で
す
が
、わ
た
し
は
、ス
ピ
リ
チ
ュア
リ
テ
ィ
を「
い

の
ち
の
根
源
的
な
も
の
と
の
関
係
性
」と
し
て
理
解
し
て
使

用
し
、「
い
の
ち
」と
翻
訳
す
る
こ
と
が
良
い
の
で
は
な
い
か

と
考
え
て
い
ま
す
。ス
ピ
リ
チ
ュア
ル
な
苦
悩（
ス
ピ
リ
チ
ュア

ル
ペ
イ
ン
）と
は
、生
き
る
意
味
や
生
き
が
い
な
ど
、い
の
ち

の
根
源
的
な
問
題
に
関
す
る
苦
悩
を
指
す
の
で
す
。そ
れ

ら
は
、特
に
死
を
意
識
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
深
刻
な
疾

患
を
も
つ
人
の
間
で
重
大
な
問
題
と
な
って
く
る
の
で
す
。

　
「
深
刻
な
疾
患
を
も
つ
人
へ
の
緩
和
ケ
ア
」と
題
す
る
総

説
   1）
が
、世
界
的
に
最
も
権
威
が
あ
る
と
さ
れ
る
医
学
誌

N
E
J
M
   ※1 

の
2
0
1
5
年
3
7
3
巻
に
掲
載
さ
れ
、そ

こ
に
、「
緩
和
ケ
ア
の
中
核
と
な
る
要
素
に
は
、身
体
的
お
よ

び
精
神
的
症
状
の
評
価
と
治
療
、ス
ピ
リ
チ
ュア
ル
な
苦
痛

の
特
定
と
サ
ポ
ー
ト
、ケ
ア
の
目
標
を
定
め
、複
雑
な
医

療
上
の
意
思
決
定
を
支
援
す
る
た
め
の
専
門
家
と
の

コ
ミュニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
、ケ
ア
の
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
が

あ
る
」と
述
べ
ら
れ
て
い
ま
す
。そ
し
て
、N
C
P
  ※2
に
よ
る

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
  2）
か
ら
の
推
奨
事
項
と
し
て
、①
ケ
ア
の
身

体
的
側
面
、②
ケ
ア
の
心
理
学
的
・
精
神
医
学
的
側
面
、

③
ケ
ア
の
社
会
的
側
面
、④
ケ
ア
の
ス
ピ
リ
チ
ュア
ル
な
、宗

教
的
な
、実
存
的
側
面
、⑤
ケ
ア
の
文
化
的
側
面
、⑥
死
期

が
迫
っ
た
患
者
の
ケ
ア
、⑦
ケ
ア
の
倫
理
的
・
法
的
側
面
が

挙
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。N
E
J
M
に
掲
載
さ
れ
た
論
文
は
、

こ
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
参
照
と
し
て
い
ま
す
。こ
の
こ
と
か

ら
も
わ
か
る
よ
う
に
、緩
和
ケ
ア
が
医
学
界
全
体
に
お
い
て

重
要
の
も
の
と
認
識
さ
れ
、中
で
も
ス
ピ
リ
チ
ュア
ル
ケ
ア
が

大
切
な
も
の
と
し
て
扱
わ
れ
る
こ
と
に
な
って
き
た
の
で
す
。

ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
リ
テ
ィ
の

研
究
や
教
育
の
拡
が
り

　

2
0
2
2
年
、米
国
医
師
会
雑
誌
で
あ
る
J
A
M
A
  ※3

に「
深
刻
な
疾
患
と
健
康
に
お
け
る
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
リ

テ
ィ
」と
い
う
タ
イ
ト
ル
の
論
文
が
掲
載
さ
れ
ま
し
た
  3）
。

ハ
ー
バ
ー
ド
大
学
の
ハ
ワ
ー
ド
・
K
・
コ
ー
教
授
ら
に
よ
っ
て

書
か
れ
た
こ
の
論
文
の
前
書
き
に
は
、「
ス
ピ
リ
チュア
リ
テ
ィ

と
は
、人
が
究
極
の〝
意
味
、目
的
、超
越
…
そ
し
て
重
要

な
も
の
、神
聖
な
も
の
〞を
求
め
、経
験
す
る
方
法
で
あ
り
、

何
千
年
も
の
間
、健
康
、個
人
、対
人
関
係
、超
越
的
な

信
念
や
価
値
観
の
中
心
的
存
在
と
み
な
さ
れ
て
き
た
も

の
」と
述
べ
ら
れ
て
い
ま
す
。そ
し
て
、米
国
市
民
に
お
け

る
調
査
で
は
、現
在
に
お
い
て
も
、ス
ピ
リ
チ
ュア
リ
テ
ィ
は

大
切
な
も
の
と
し
て
認
識
さ
れ
て
い
る
け
れ
ど
も
、過
去

2
世
紀
に
わ
た
っ
て
、健
康
と
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
リ
テ
ィ
の
間

の
深
い
歴
史
的
な
つ
な
が
り
は
分
断
さ
れ
て
き
た
と
述
べ

ら
れ
て
い
ま
す
。こ
の
研
究
は
、こ
の
こ
と
に
対
す
る
反
省

か
ら
始
ま
っ
た
の
で
す
。

　

こ
の
領
域
に
お
い
て
2
0
0
0
年
1
月
か
ら
2
0
2
2

年
4
月
ま
で
に
報
告
さ
れ
た
大
規
模
な
研
究
に
対
し
て
、

厳
密
な
基
準（
コ
ク
ラ
ン
基
準
）を
適
応
し
た
う
え
で
評
価

し
、臨
床
医
、公
衆
衛
生
担
当
者
、研
究
者
、医
療
制
度

指
導
者
、医
療
倫
理
学
者
か
ら
構
成
さ
れ
る
学
際
的
デ
ル

フ
ァ
イ
パ
ネ
ル
に
よ
っ
て
、科
学
的
エ
ビ
デ
ン
ス
を
統
合
・
評

価
し
、医
療
に
お
け
る
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
リ
テ
ィ
に
か
か
わ
る

提
案
が
な
さ
れ
ま
し
た
。こ
こ
で
い
う
学
際
的
デ
ル
フ
ァ
イ

法
と
は
、専
門
分
野
が
異
な
る
多
数
の
専
門
家
に
対
し
て

同
一内
容
の
ア
ン
ケ
ー
ト
を
繰
り
返
す
こ
と
に
よ
り
、回
答

者
の
意
見
を
収
斂
さ
せ
る
方
法
を
指
し
ま
す
。

重
い
病
気
で
の
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
ル

ケ
ア
の
必
要
性
と

実
践
の
た
め
に
必
要
な
こ
と

　

専
門
家
に
よ
る
検
討
の
結
果
、信
頼
で
き
る
エ
ビ
デ

ン
ス
に
基
づ
い
た
8
つ
の
重
要
な
結
論
が
導
き
出
さ
れ
、特

に
重
い
病
気
の
患
者
さ
ん
へ
の
対
応
に
お
い
て
、次
の
３
つ

が
優
先
度
の
高
い
も
の
と
し
て
示
さ
れ
ま
し
た
。

①
患
者
さ
ん
の
ケ
ア
に「
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
ル
ケ
ア
」を
取
り

　

入
れ
る
こ
と
。

②
医
療
チ
ー
ム
が
患
者
さ
ん
を
支
え
る
た
め
の
研
修
に

　
「
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
ル
ケ
ア
」に
関
す
る
教
育
を
含
め
る
こ
と
。

③「
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
ル
ケ
ア
」の
専
門
家
が
患
者
さ
ん
の
ケ

　

ア
に
か
か
わ
る
こ
と
を
推
進
す
る
こ
と
。

　

そ
し
て
、健
康
成
果
に
関
し
て
は
、次
の
３
つ
が
優
先
度

の
高
い
も
の
と
し
て
示
さ
れ
ま
し
た
。

①
患
者
さ
ん
や
地
域
全
体
の
医
療
の
質
を
向
上
さ
せ
る

　

た
め
に
、ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
ル
な
つ
な
が
り
を
考
慮
し
た
、

　

患
者
中
心
か
つ
科
学
的
根
拠
に
基
づ
く
ア
プ
ロ
ー
チ

　

を
取
り
入
れ
る
こ
と
。

②
医
療
従
事
者
が「
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
ル
な
つ
な
が
り
が
健

　

康
を
支
え
る
」と
い
う
研
究
結
果
を
理
解
し
、共
有
で

　

き
る
よ
う
に
す
る
こ
と
。

③
研
究
や
地
域
の
調
査
、医
療
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
実
施
に

　

お
い
て
、ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
リ
テ
ィ
を「
健
康
に
影
響
を
与
え

　

る
社
会
的
要
因
の
ひ
と
つ
」と
し
て
認
識
す
る
こ
と
。

　
つ
ま
り
、患
者
さ
ん
へ
の
ケ
ア
に
ス
ピ
リ
チ
ュア
ル
ケ
ア
を

取
り
入
れ
る
こ
と
が
大
切
で
あ
り
、そ
の
た
め
に
医
療
者
へ

の
研
修
が
必
要
で
あ
り
、ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
ル
ケ
ア
の
専
門
家

の
参
加
が
必
要
だ
と
い
う
こ
と
で
す
。そ
し
て
、そ
の
よ
う
な

研
究
や
教
育
が
医
療
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
必
要
だ
と
い
う
の
で
す
。

慢
性
病
で
の
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
ル
ケ
ア

の
必
要
性
の
認
識
が
始
ま
る

　
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
ル
ケ
ア
は
癌
の
末
期
だ
け
で
は
な
く
、慢

性
病
、特
に
進
行
性
の
疾
患
や
難
病
な
ど
に
お
い
て
必
要

で
あ
る
と
の
認
識
が
最
近
急
速
に
広
ま
って
き
ま
し
た
。

　

わ
た
し
は
、肝
臓
病
を
専
門
と
し
て
き
ま
し
た
の
で
、

慢
性
肝
炎
か
ら
肝
硬
変
、そ
し
て
肝
が
ん
へ
と
進
行
す
る

病
気
を
も
つ
患
者
さ
ん
に
ス
ピ
リ
チ
ュア
ル
な
苦
悩
が
あ
る

こ
と
を
早
く
か
ら
認
識
し
、肝
臓
病
教
室
を
普
及
さ
せ

る
運
動
の
中
で
、情
報
の
提
供
と
と
も
に
大
事
な
も
の
と

し
て
ス
ピ
リ
チ
ュア
ル
ケ
ア
を
挙
げ
て
き
ま
し
た
  4）
。

　

腎
臓
病
に
お
い
て
も
、「
保
存
的
療
法
、体
外
透
析
、緩

和
的
腹
膜
透
析
な
ど
、い
く
つ
か
の
ア
プ
ロ
ー
チ
が
試
み
ら

れ
、腎
臓
病
患
者
の
ケ
ア
の
必
要
性（
身
体
的
、社
会
的
、

心
理
的
、ま
た
は
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
ル
）に
総
合
的
に
対
応
す

る
こ
と
が
で
き
る
。」と
報
告
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
  5）
、ス
ピ

リ
チ
ュア
ル
ケ
ア
の
必
要
性
が
近
年
認
識
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、そ
れ
は
進
行
性
の
神
経
疾
患
に
お
い
て
も
同

じ
で
す
。N
E
J
M
と
並
ん
で
権
威
が
あ
る
医
学
雑
誌

L
a
n
c
e
t
に
掲
載
さ
れ
た
K
l
u
g
e
r
ら
の
論
文
に

は
、次
の
よ
う
に
述
べ
ら
れ
て
い
ま
す
  6）
。

　
「
神
経
疾
患
は
、診
断
さ
れ
た
時
点
か
ら
身
体
的
、心

理
社
会
的
、そ
し
て
ス
ピ
リ
チ
ュア
ル
な
苦
痛
を
も
た
ら
し

ま
す
。緩
和
ケ
ア
は
、こ
の
多
面
的
な
苦
痛
に
対
処
す
る

こ
と
で
、重
病
の
人
と
そ
の
家
族
の
生
活
の
質
を
向
上
さ

せ
る
こ
と
に
重
点
を
置
い
て
い
ま
す
。臨
床
試
験
の
結
果

は
、運
動
ニュ
ー
ロ
ン
疾
患
、多
発
性
硬
化
症
、パ
ー
キ
ン
ソ

ン
病
の
人
々
に
対
す
る
外
来
ま
た
は
在
宅
ベ
ー
ス
の
緩
和

ケ
ア
介
入
、進
行
性
認
知
症
の
人
々
に
対
す
る
入
院
緩
和

ケ
ア
相
談
、地
域
社
会
に
お
け
る
認
知
症
の
人
々
に
対
す

る
電
話
ベ
ー
ス
の
ケ
ー
ス
管
理
、長
期
療
養
中
の
進
行
性

認
知
症
の
人
々
に
対
す
る
看
護
師
主
導
の
意
思
決
定
支

援
付
き
話
し
合
い
な
ど
、緩
和
ケ
ア
が
患
者
と
介
護
者
の

予
後
を
改
善
す
る
能
力
を
裏
付
け
て
い
ま
す
。残
念
な
が

ら
、神
経
疾
患
患
者
の
ほ
と
ん
ど
は
、現
在
の
医
療
水
準

で
は
、緩
和
ケ
ア
に
必
要
な
支
援
を
受
け
る
こ
と
が
で
き

ま
せ
ん
。こ
の
状
況
を
改
善
す
る
に
は
、個
々
の
患
者
の
緩

和
ケ
ア
の
ニ
ー
ズ
を
特
定
す
る
た
め
の
定
期
的
な
ス
ク
リ
ー

ニ
ン
グ
の
実
施
、通
常
の
神
経
疾
患
ケ
ア
と
緩
和
ケ
ア
ア
プ

ロ
ー
チ
の
統
合
、神
経
内
科
医
と
緩
和
ケ
ア
専
門
医
の
連

携
が
必
要
で
す
。ま
た
、ケ
ア
の
水
準
を
向
上
さ
せ
る
に
は
、

研
究
、教
育
、啓
発
活
動
も
必
要
で
す
。」

患
者
さ
ん
へ
の
呼
び
か
け

　

わ
が
国
に
お
い
て
も
、ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
ル
ケ
ア
が
医
療
の

中
で
、も
っ
と
普
及
す
る
こ
と
が
望
ま
れ
ま
す
。そ
の
た
め

に
は
医
療
者
へ
の
教
育
と
同
時
に
、患
者
さ
ん
や
そ
の
家

族
、ま
た
市
民
に
も
ス
ピ
リ
チ
ュア
ル
ケ
ア
の
必
要
性
や
有

用
性
を
知
っ
て
も
ら
い
た
い
の
で
す
。そ
し
て
、ス
ピ
リ
チ
ュ

ア
ル
ケ
ア
に
関
心
を
も
つ
と
同
時
に
、利
用
し
て
ほ
し
い
の

で
す
。さ
ら
に
、医
療
者
や
国
に
対
し
て
、ス
ピ
リ
チ
ュア
ル

ケ
ア
の
提
供
を
求
め
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。そ
う
し
た

要
求
に
よ
り
ス
ピ
リ
チ
ュア
ル
ケ
ア
は
日
本
の
医
療
に
も
ち

込
ま
れ
る
の
で
す
。

　

実
は
、ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
ル
ケ
ア
を
実
際
に
行
え
る
の
は

家
族
や
友
人
で
あ
る
こ
と
も
多
い
の
で
す
。で
す
か
ら
、患

者
さ
ん
の
家
族
や
市
民
に
も
、ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
ル
ケ
ア
の
基

本
に
つ
い
て
知
っ
て
も
ら
い
た
い
と
、本
を
近
々
出
版
予
定

し
て
い
ま
す
。〝
ス
ピ
リ
チ
ュア
リ
テ
ィ
〞、つ
ま
り〝
い
の
ち
〞

に
関
心
の
あ
る
方
に
は
是
非
読
ん
で
い
た
だ
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

※1 NEJM：New England Journal of Medicine
※2 NCP：National Coalition for Hospice and Palliative Care（ホスピスと緩和ケアのための全米団体）
※3 JAMA：Journal of the American Medical Association 
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第21回

は
じ
め
に

　

米
国
の
医
療
に
お
い
て
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
リ
テ
ィ
へ
の
配
慮

が
重
要
で
あ
る
と
の
認
識
が
高
ま
って
き
て
い
ま
す
。特
に

重
篤
な
病
気
を
も
つ
患
者
に
対
す
る
ス
ピ
リ
チ
ュア
リ
テ
ィ

へ
の
関
心
が
高
ま
っ
て
き
て
い
る
よ
う
で
す
。そ
し
て
、生

活
習
慣
病
や
慢
性
病（
腎
疾
患
や
パ
ー
キ
ン
ソ
ン
病
、

A
L
S
な
ど
）の
患
者
さ
ん
に
対
し
て
も
ス
ピ
リ
チ
ュア
リ

テ
イ
へ
の
配
慮
を
す
る
こ
と
の
重
要
性
が
議
論
さ
れ
は
じ

め
て
い
る
こ
と
を
紹
介
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
リ
テ
ィ
と
医
療
に

関
す
る
研
究
の
始
ま
り

　
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
リ
テ
ィ
を
日
本
語
に
翻
訳
す
る
こ
と
は

難
し
い
の
で
す
が
、わ
た
し
は
、ス
ピ
リ
チ
ュア
リ
テ
ィ
を「
い

の
ち
の
根
源
的
な
も
の
と
の
関
係
性
」と
し
て
理
解
し
て
使

用
し
、「
い
の
ち
」と
翻
訳
す
る
こ
と
が
良
い
の
で
は
な
い
か

と
考
え
て
い
ま
す
。ス
ピ
リ
チ
ュア
ル
な
苦
悩（
ス
ピ
リ
チ
ュア

ル
ペ
イ
ン
）と
は
、生
き
る
意
味
や
生
き
が
い
な
ど
、い
の
ち

の
根
源
的
な
問
題
に
関
す
る
苦
悩
を
指
す
の
で
す
。そ
れ

ら
は
、特
に
死
を
意
識
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
深
刻
な
疾

患
を
も
つ
人
の
間
で
重
大
な
問
題
と
な
って
く
る
の
で
す
。

　
「
深
刻
な
疾
患
を
も
つ
人
へ
の
緩
和
ケ
ア
」と
題
す
る
総

説
   1）
が
、世
界
的
に
最
も
権
威
が
あ
る
と
さ
れ
る
医
学
誌

N
E
J
M
   ※1 

の
2
0
1
5
年
3
7
3
巻
に
掲
載
さ
れ
、そ

こ
に
、「
緩
和
ケ
ア
の
中
核
と
な
る
要
素
に
は
、身
体
的
お
よ

び
精
神
的
症
状
の
評
価
と
治
療
、ス
ピ
リ
チ
ュア
ル
な
苦
痛

の
特
定
と
サ
ポ
ー
ト
、ケ
ア
の
目
標
を
定
め
、複
雑
な
医

療
上
の
意
思
決
定
を
支
援
す
る
た
め
の
専
門
家
と
の

コ
ミュニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
、ケ
ア
の
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
が

あ
る
」と
述
べ
ら
れ
て
い
ま
す
。そ
し
て
、N
C
P
  ※2
に
よ
る

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
  2）
か
ら
の
推
奨
事
項
と
し
て
、①
ケ
ア
の
身

体
的
側
面
、②
ケ
ア
の
心
理
学
的
・
精
神
医
学
的
側
面
、

③
ケ
ア
の
社
会
的
側
面
、④
ケ
ア
の
ス
ピ
リ
チ
ュア
ル
な
、宗

教
的
な
、実
存
的
側
面
、⑤
ケ
ア
の
文
化
的
側
面
、⑥
死
期

が
迫
っ
た
患
者
の
ケ
ア
、⑦
ケ
ア
の
倫
理
的
・
法
的
側
面
が

挙
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。N
E
J
M
に
掲
載
さ
れ
た
論
文
は
、

こ
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
参
照
と
し
て
い
ま
す
。こ
の
こ
と
か

ら
も
わ
か
る
よ
う
に
、緩
和
ケ
ア
が
医
学
界
全
体
に
お
い
て

重
要
の
も
の
と
認
識
さ
れ
、中
で
も
ス
ピ
リ
チ
ュア
ル
ケ
ア
が

大
切
な
も
の
と
し
て
扱
わ
れ
る
こ
と
に
な
って
き
た
の
で
す
。

ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
リ
テ
ィ
の

研
究
や
教
育
の
拡
が
り

　

2
0
2
2
年
、米
国
医
師
会
雑
誌
で
あ
る
J
A
M
A
  ※3

に「
深
刻
な
疾
患
と
健
康
に
お
け
る
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
リ

テ
ィ
」と
い
う
タ
イ
ト
ル
の
論
文
が
掲
載
さ
れ
ま
し
た
  3）
。

ハ
ー
バ
ー
ド
大
学
の
ハ
ワ
ー
ド
・
K
・
コ
ー
教
授
ら
に
よ
っ
て

書
か
れ
た
こ
の
論
文
の
前
書
き
に
は
、「
ス
ピ
リ
チュア
リ
テ
ィ

と
は
、人
が
究
極
の〝
意
味
、目
的
、超
越
…
そ
し
て
重
要

な
も
の
、神
聖
な
も
の
〞を
求
め
、経
験
す
る
方
法
で
あ
り
、

何
千
年
も
の
間
、健
康
、個
人
、対
人
関
係
、超
越
的
な

信
念
や
価
値
観
の
中
心
的
存
在
と
み
な
さ
れ
て
き
た
も

の
」と
述
べ
ら
れ
て
い
ま
す
。そ
し
て
、米
国
市
民
に
お
け

る
調
査
で
は
、現
在
に
お
い
て
も
、ス
ピ
リ
チ
ュア
リ
テ
ィ
は

大
切
な
も
の
と
し
て
認
識
さ
れ
て
い
る
け
れ
ど
も
、過
去

2
世
紀
に
わ
た
っ
て
、健
康
と
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
リ
テ
ィ
の
間

の
深
い
歴
史
的
な
つ
な
が
り
は
分
断
さ
れ
て
き
た
と
述
べ

ら
れ
て
い
ま
す
。こ
の
研
究
は
、こ
の
こ
と
に
対
す
る
反
省

か
ら
始
ま
っ
た
の
で
す
。

　

こ
の
領
域
に
お
い
て
2
0
0
0
年
1
月
か
ら
2
0
2
2

年
4
月
ま
で
に
報
告
さ
れ
た
大
規
模
な
研
究
に
対
し
て
、

厳
密
な
基
準（
コ
ク
ラ
ン
基
準
）を
適
応
し
た
う
え
で
評
価

し
、臨
床
医
、公
衆
衛
生
担
当
者
、研
究
者
、医
療
制
度

指
導
者
、医
療
倫
理
学
者
か
ら
構
成
さ
れ
る
学
際
的
デ
ル

フ
ァ
イ
パ
ネ
ル
に
よ
っ
て
、科
学
的
エ
ビ
デ
ン
ス
を
統
合
・
評

価
し
、医
療
に
お
け
る
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
リ
テ
ィ
に
か
か
わ
る

提
案
が
な
さ
れ
ま
し
た
。こ
こ
で
い
う
学
際
的
デ
ル
フ
ァ
イ

法
と
は
、専
門
分
野
が
異
な
る
多
数
の
専
門
家
に
対
し
て

同
一内
容
の
ア
ン
ケ
ー
ト
を
繰
り
返
す
こ
と
に
よ
り
、回
答

者
の
意
見
を
収
斂
さ
せ
る
方
法
を
指
し
ま
す
。

重
い
病
気
で
の
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
ル

ケ
ア
の
必
要
性
と

実
践
の
た
め
に
必
要
な
こ
と

　

専
門
家
に
よ
る
検
討
の
結
果
、信
頼
で
き
る
エ
ビ
デ

ン
ス
に
基
づ
い
た
8
つ
の
重
要
な
結
論
が
導
き
出
さ
れ
、特

に
重
い
病
気
の
患
者
さ
ん
へ
の
対
応
に
お
い
て
、次
の
３
つ

が
優
先
度
の
高
い
も
の
と
し
て
示
さ
れ
ま
し
た
。

①
患
者
さ
ん
の
ケ
ア
に「
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
ル
ケ
ア
」を
取
り

　

入
れ
る
こ
と
。

②
医
療
チ
ー
ム
が
患
者
さ
ん
を
支
え
る
た
め
の
研
修
に

　
「
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
ル
ケ
ア
」に
関
す
る
教
育
を
含
め
る
こ
と
。

③「
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
ル
ケ
ア
」の
専
門
家
が
患
者
さ
ん
の
ケ

　

ア
に
か
か
わ
る
こ
と
を
推
進
す
る
こ
と
。

　

そ
し
て
、健
康
成
果
に
関
し
て
は
、次
の
３
つ
が
優
先
度

の
高
い
も
の
と
し
て
示
さ
れ
ま
し
た
。

①
患
者
さ
ん
や
地
域
全
体
の
医
療
の
質
を
向
上
さ
せ
る

　

た
め
に
、ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
ル
な
つ
な
が
り
を
考
慮
し
た
、

　

患
者
中
心
か
つ
科
学
的
根
拠
に
基
づ
く
ア
プ
ロ
ー
チ

　

を
取
り
入
れ
る
こ
と
。

②
医
療
従
事
者
が「
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
ル
な
つ
な
が
り
が
健

　

康
を
支
え
る
」と
い
う
研
究
結
果
を
理
解
し
、共
有
で

　

き
る
よ
う
に
す
る
こ
と
。

③
研
究
や
地
域
の
調
査
、医
療
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
実
施
に

　

お
い
て
、ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
リ
テ
ィ
を「
健
康
に
影
響
を
与
え

　

る
社
会
的
要
因
の
ひ
と
つ
」と
し
て
認
識
す
る
こ
と
。

　
つ
ま
り
、患
者
さ
ん
へ
の
ケ
ア
に
ス
ピ
リ
チ
ュア
ル
ケ
ア
を

取
り
入
れ
る
こ
と
が
大
切
で
あ
り
、そ
の
た
め
に
医
療
者
へ

の
研
修
が
必
要
で
あ
り
、ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
ル
ケ
ア
の
専
門
家

の
参
加
が
必
要
だ
と
い
う
こ
と
で
す
。そ
し
て
、そ
の
よ
う
な

研
究
や
教
育
が
医
療
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
必
要
だ
と
い
う
の
で
す
。

慢
性
病
で
の
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
ル
ケ
ア

の
必
要
性
の
認
識
が
始
ま
る

　
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
ル
ケ
ア
は
癌
の
末
期
だ
け
で
は
な
く
、慢

性
病
、特
に
進
行
性
の
疾
患
や
難
病
な
ど
に
お
い
て
必
要

で
あ
る
と
の
認
識
が
最
近
急
速
に
広
ま
って
き
ま
し
た
。

　

わ
た
し
は
、肝
臓
病
を
専
門
と
し
て
き
ま
し
た
の
で
、

慢
性
肝
炎
か
ら
肝
硬
変
、そ
し
て
肝
が
ん
へ
と
進
行
す
る

病
気
を
も
つ
患
者
さ
ん
に
ス
ピ
リ
チ
ュア
ル
な
苦
悩
が
あ
る

こ
と
を
早
く
か
ら
認
識
し
、肝
臓
病
教
室
を
普
及
さ
せ

る
運
動
の
中
で
、情
報
の
提
供
と
と
も
に
大
事
な
も
の
と

し
て
ス
ピ
リ
チ
ュア
ル
ケ
ア
を
挙
げ
て
き
ま
し
た
  4）
。

　

腎
臓
病
に
お
い
て
も
、「
保
存
的
療
法
、体
外
透
析
、緩

和
的
腹
膜
透
析
な
ど
、い
く
つ
か
の
ア
プ
ロ
ー
チ
が
試
み
ら

れ
、腎
臓
病
患
者
の
ケ
ア
の
必
要
性（
身
体
的
、社
会
的
、

心
理
的
、ま
た
は
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
ル
）に
総
合
的
に
対
応
す

る
こ
と
が
で
き
る
。」と
報
告
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
  5）
、ス
ピ

リ
チ
ュア
ル
ケ
ア
の
必
要
性
が
近
年
認
識
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、そ
れ
は
進
行
性
の
神
経
疾
患
に
お
い
て
も
同

じ
で
す
。N
E
J
M
と
並
ん
で
権
威
が
あ
る
医
学
雑
誌

L
a
n
c
e
t
に
掲
載
さ
れ
た
K
l
u
g
e
r
ら
の
論
文
に

は
、次
の
よ
う
に
述
べ
ら
れ
て
い
ま
す
  6）
。

　
「
神
経
疾
患
は
、診
断
さ
れ
た
時
点
か
ら
身
体
的
、心

理
社
会
的
、そ
し
て
ス
ピ
リ
チ
ュア
ル
な
苦
痛
を
も
た
ら
し

ま
す
。緩
和
ケ
ア
は
、こ
の
多
面
的
な
苦
痛
に
対
処
す
る

こ
と
で
、重
病
の
人
と
そ
の
家
族
の
生
活
の
質
を
向
上
さ

せ
る
こ
と
に
重
点
を
置
い
て
い
ま
す
。臨
床
試
験
の
結
果

は
、運
動
ニュ
ー
ロ
ン
疾
患
、多
発
性
硬
化
症
、パ
ー
キ
ン
ソ

ン
病
の
人
々
に
対
す
る
外
来
ま
た
は
在
宅
ベ
ー
ス
の
緩
和

ケ
ア
介
入
、進
行
性
認
知
症
の
人
々
に
対
す
る
入
院
緩
和

ケ
ア
相
談
、地
域
社
会
に
お
け
る
認
知
症
の
人
々
に
対
す

る
電
話
ベ
ー
ス
の
ケ
ー
ス
管
理
、長
期
療
養
中
の
進
行
性

認
知
症
の
人
々
に
対
す
る
看
護
師
主
導
の
意
思
決
定
支

援
付
き
話
し
合
い
な
ど
、緩
和
ケ
ア
が
患
者
と
介
護
者
の

予
後
を
改
善
す
る
能
力
を
裏
付
け
て
い
ま
す
。残
念
な
が

ら
、神
経
疾
患
患
者
の
ほ
と
ん
ど
は
、現
在
の
医
療
水
準

で
は
、緩
和
ケ
ア
に
必
要
な
支
援
を
受
け
る
こ
と
が
で
き

ま
せ
ん
。こ
の
状
況
を
改
善
す
る
に
は
、個
々
の
患
者
の
緩

和
ケ
ア
の
ニ
ー
ズ
を
特
定
す
る
た
め
の
定
期
的
な
ス
ク
リ
ー

ニ
ン
グ
の
実
施
、通
常
の
神
経
疾
患
ケ
ア
と
緩
和
ケ
ア
ア
プ

ロ
ー
チ
の
統
合
、神
経
内
科
医
と
緩
和
ケ
ア
専
門
医
の
連

携
が
必
要
で
す
。ま
た
、ケ
ア
の
水
準
を
向
上
さ
せ
る
に
は
、

研
究
、教
育
、啓
発
活
動
も
必
要
で
す
。」

患
者
さ
ん
へ
の
呼
び
か
け

　

わ
が
国
に
お
い
て
も
、ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
ル
ケ
ア
が
医
療
の

中
で
、も
っ
と
普
及
す
る
こ
と
が
望
ま
れ
ま
す
。そ
の
た
め

に
は
医
療
者
へ
の
教
育
と
同
時
に
、患
者
さ
ん
や
そ
の
家

族
、ま
た
市
民
に
も
ス
ピ
リ
チ
ュア
ル
ケ
ア
の
必
要
性
や
有

用
性
を
知
っ
て
も
ら
い
た
い
の
で
す
。そ
し
て
、ス
ピ
リ
チ
ュ

ア
ル
ケ
ア
に
関
心
を
も
つ
と
同
時
に
、利
用
し
て
ほ
し
い
の

で
す
。さ
ら
に
、医
療
者
や
国
に
対
し
て
、ス
ピ
リ
チ
ュア
ル

ケ
ア
の
提
供
を
求
め
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。そ
う
し
た

要
求
に
よ
り
ス
ピ
リ
チ
ュア
ル
ケ
ア
は
日
本
の
医
療
に
も
ち

込
ま
れ
る
の
で
す
。

　

実
は
、ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
ル
ケ
ア
を
実
際
に
行
え
る
の
は

家
族
や
友
人
で
あ
る
こ
と
も
多
い
の
で
す
。で
す
か
ら
、患

者
さ
ん
の
家
族
や
市
民
に
も
、ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
ル
ケ
ア
の
基

本
に
つ
い
て
知
っ
て
も
ら
い
た
い
と
、本
を
近
々
出
版
予
定

し
て
い
ま
す
。〝
ス
ピ
リ
チ
ュア
リ
テ
ィ
〞、つ
ま
り〝
い
の
ち
〞

に
関
心
の
あ
る
方
に
は
是
非
読
ん
で
い
た
だ
き
た
い
と
思

い
ま
す
。
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ながら前向きに頑張っていらっしゃることは本
当に素晴らしいことだと改めて感じています。

COM14P001

読者のみなさまからの
情報提供を歓迎します

『まねきねこ』は、ウェブサイト
からもご覧いただけます。

http://www.manekineko-
network.org/

　　まねきねこ 2025年 第65号
『まねきねこ』は、ファイザーの社会貢献活動における
取り組みの一環として、ヘルスケア関連団体のネット
ワークづくりや活動を支援するニューズレターです。
内容に関するお問合せは、ファイザー株式会社
コミュニティ・リレーション部までお願いします。

〒151-8589 東京都渋谷区代々木3-22-7 新宿文化クイントビル
メール：manekineko.info@pf  izer.com

■発行
ファイザー株式会社
コミュニティ・リレーション部

ごあいさつ
この度、ファイザー株式会社の代表取締役社長に就任しました。
『まねきねこ』は、2004年の創刊以来、今号で65号を迎えることができました。これま
でみなさまのご協力に支えられて、全国各地で精力的に活動をされていらっしゃる
ヘルスケア関連団体のさまざまな活動をご紹介することができました。
ファイザーは、長期的な視点に立って社会貢献活動を行うことが非常に重要だと考
えております。『まねきねこ』のこれまでの20年以上の歩みの中で、ヘルスケア関連
団体の役割や活動も変化し、医療関係者をはじめ、企業や行政等と協働する機会
もたいへん増えたと感じております。
これからも、みなさまの意義ある貴重な活動をご紹介させていただくとともに、ヘルス
ケア関連団体のみなさまが、本誌を活用されることによって、さらなる充実した活動を
されますことを願っております。
これからも、『まねきねこ』をどうぞよろしくお願いいたします。

ファイザー株式会社
代表取締役社長
五十嵐 啓朗
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